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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 コンビニ交付事業 事業開始年度 平成28年度

上位施策事業名 戸籍住民登録事務 担当課 総務課

根拠法令等
・行政手続きにおける特定の個人を識別するための
　番号の利用等に関する法律
・行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律

担当係 総合窓口係

事務区分 ☑自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 石賀　勝

対象者数（全住民に対する割合）

4,668 人 27 ％

■直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：地方公共団体情報システム機構）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

実施の背景

●マイナンバー制度の開始
　平成22年2月に住基カードを利用したコンビニでの住民票交付サービスが開始。
　マイナンバー制度の導入後に、コンビニでの証明書交付サービスも印鑑証明や税証明、加えて
戸籍の交付にも対応するようになり、サービスの拡充が図られていきました。
　住所地や本籍地以外でも証明書の交付が可能なうえ、従来の郵送方式による証明書交付に比
べて格段に早く証明書を受け取ることができるため、住民サービスの向上が実現できます。
　また、役場窓口での現金収受が省略できること、手間の掛かる郵送請求での証明書交付の減
少が見込めることから、窓口業務の効率アップが実現できます。
　平成28年4月、サービス向上及び業務改善を図るため、県内市町村に先駆けて各種証明書の
コンビニ交付を開始しました。

●各種証明書の交付を受ける方法
　住民の方は各種証明書を取得するために、平日の役場の開庁時間に役場へ訪れて、申請を
行い交付を受ける必要がありました。
（特に町外にお勤めの方は、仕事を休んで役場へ訪れる必要がありました。）

目　的
（何をどうしたいのか）

　琴浦町では、マイナンバーカードを活用し、町外へお勤めの方などが休暇を取らなく
てもコンビニエンスストア等で時間を気にしなくても各種証明を取得できるよう「コン
ビニ交付サービス」を開始しました。
　このサービスにより、マイナンバーカードを利用して全国のコンビニエンスストアの
マルチコピー機から、町が発行する証明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を取得
できます。

【利用者のメリット】
　　①役場へ出向く必要が無く、最寄りのｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱで取得できます。
　　②役場の開庁時間(8:30～17:15)以外でも取得できます。
　　③窓口発行での手数料に比べ50円安く取得できるよう料金設定しています。

　※住民票が他市町村でも本籍地が琴浦町の方は、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞがあれば、
　　戸籍証明書がｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱで取得できます。

【役場のメリット】
　　①窓口への来庁者が減少することにより混雑が解消される。
　　②町外からの郵送請求の件数が減少し、効率改善が図られる。
　　③手数料の現金収受が省力可能。

　また、よりマイナンバーカードを活用した住民の方の利便性が向上する見込みである
ことから、カードを取得していただく取組みを行っています。

対　象
（誰・何を対象に）

・ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを持っている町民の方
・本籍地が琴浦町でﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを持っている方

実施方法

コンビニ交付サービス 15,459 
千
円

証明書の発行数

マイナンバーカード交付(発行) 4,995 
千
円

交付枚数

関連事業
（同一目的事業等）

・戸籍住民登録事務（役場窓口での各種証明書交付事務）

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

事業番号１
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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 コンビニ交付事業 事業開始年度 平成28年度

事業番号１

2020 年度（予算） 2019 年度(決算見込み) 2018 年度(決算) 2017 年度(決算)

事業費合計 15,459 千円 12,834 千円 11,743 千円 11,809 千円

担当正職員 0.3 人 1,977 千円 0.3 人 1,943 千円 0.3 人 2,003 千円 0.3 人 1,988 千円

臨時職員等 0.7 人 1,246 千円 0.25 人 409 千円 0.2 人 417 千円 0.2 人 409 千円

人件費合計 1.0 人 3,223 千円 0.55 人 2,352 千円 0.5 人 2,420 千円 0.5 人 2,397 千円

総事業費 18,682 千円 15,186 千円 14,163 千円 14,206 千円

4,870 千円 2,353 千円 1,526 千円 2,139 千円

国県支出金の内容  個人番号カード交付事業費補助金

地方債 千円 千円 千円 千円

98 千円 128 千円 88 千円 60 千円

その他特財の内容  コンビニエンスストア等での証明書発行手数料

一般財源 13,714 千円 12,705 千円 12,549 千円 12,007 千円

財源合計 18,682 千円 15,186 千円 14,163 千円 14,206 千円

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

マイナンバーカードの交付枚数 枚 676/1,300 338/ - 560/ -

マイナンバーカードの交付率(累計) ％ 22.44/ - 18.29/ - 16.19/ -

出前受付実績 人 28 / - 28 / - 0 / -

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ等での証明書発行数 部 475/ - 328/ 192/

単位当たりコスト 総事業費 ／ 証明書発行数
千円
/部

32 43 74

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ等での証明書発行数 部 475/ - 328/ - 192/ -

証明書発行数のうちｺﾝﾋﾞﾆ発行の割合 % 3.3 / - 1.9 / - 1.0 / -

/ / /

事
業
費

事業費内訳
（2020年度分）

○システム業者への支払い
　・証明書発行サービス利用料　8,726千円
　・通信回線利用料(LGWAN)　792千円
　・本籍地が琴浦町の町外者が戸籍証明書を取得可能とするｼｽﾃﾑ保守料 198千円
○地方公共団体情報システム機構への支払い
　・証明書交付センター運営負担金　700千円
　・委託手数料　48千円
○個人番号カード交付事務　
　・消耗品費　80千円　・通信運搬費　191千円　
　・マイナンバー事務委任委託料　3,866千円
　・住基ネット統合端末使用料　858千円
○ﾏｲﾅﾎﾟｲﾝﾄのための住民の方の設定支援（2020年度新規）
　ﾏｲﾅﾎﾟｲﾝﾄ事業の開始にあたり、設定の支援体制として１名増員(会計年度任用職
　員)し、住民の方のﾏｲﾅﾎﾟｲﾝﾄの設定手続きを役場窓口で支援しています

人
件
費

国県支出金

その他特財

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

①ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ等での証明書発行数
　役場へ来庁する暇の無い方が、ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱで証明書を発行することができたことが、
本事業の事業成果であるため、ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ等での証明書発行数を成果指標と設定しま
す。
②証明書発行総数のうちｺﾝﾋﾞﾆ発行の割合
　ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱで証明書を発行していただくことで、窓口で職員が対応する業務負担が軽
減されることから証明書発行総数に占めるｺﾝﾋﾞﾆ交付数を成果指標と設定します。将来的
に、窓口交付件数が減少すれば、他の必要な住民ｻｰﾋﾞｽに職員が注力することができま
す。

成果
（目標達成状況）

コ
ス
ト

財源

内訳
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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 コンビニ交付事業 事業開始年度 平成28年度

事業番号１

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

●自己評価
・コンビニエンスストア等での証明書の交付は増加しています。
・コンビニエンスストアでの各種証明書の発行は、なかなか来庁することができない方には利
　便性があります。
・証明書は、各種手続きの添付書類として求められることが多く、本人がどの証明書を提出し
　て良いのか分からないこともあり、その相談として窓口での交付も引き続き必要です。
・顔写真入りの証明書ともなることから、運転免許証を返納したかなどにも必要なものです。
・このサービスにより窓口での交付件数が減少し、役場としても事務の負担軽減につながると
　思われます。将来的に、窓口交付件数が減少すれば、他の必要な住民ｻｰﾋﾞｽに職員が注力す
　ることができます。

●今後の事業の方向性
・マイナンバーカードは、今後、保険証・運転免許証などを兼ねることができるようになると
　思われるため、よりカードの取得を促す必要があります。
・利用者の方に利便性があります。本サービスを利用してもらえるよう、周知を図る。
・住民の方が必要となる証明書が不明な場合、相談して交付する窓口は、引き続き必要です。

●課題
・マイナンバーカードの交付は、申請後、概ね１カ月程度かかり、受取には、来庁いただく必
　要があり、交付時の住民の負担は大きくなっています。
・暗証番号の設定など、不慣れな方などは設定に時間がかかります。
・有効期限には、2種類(ｶｰﾄﾞ本体、電子証明書)があり、更新時には、手続きが必要です。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

●琴浦町におけるﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ発行枚数(９月末現在)
　　4,668枚

●ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ取得率(９月末現在)
　　琴浦町　　27.02％
　　県内平均　17.48％
　　全国平均　18.29％

　　※県内の他市町村に先駆けて、マイナンバー用写真の無料撮影サービスを開始し
　　　たことで、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞの取得が進んだと考えられます。

●県内コンビニ交付実施自治体
　　琴浦町（2016年４月１日～）
　　米子市（2016年６月10日～）
　　鳥取市（2017年６月１日～）

特記事項

●ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ交付目標
　　令和元年度　1,300枚
　　令和２年度　2,800枚
　　令和３年度　2,400枚
　　令和４年度　2,400枚

●証明書取扱種別　　　　　　　　　　　●取得が可能なコンビニエンスストア等
　・住民票の写し（謄本・抄本）　　　　　・セブン-イレブン
　・印鑑登録証明書　　　　　　　　　　　・ローソン
　・所得（課税）証明書（個人）　　　　　・ファミリーマート
　・戸籍の附票　　　　　　　　　　　　　・ミニストップ
　・戸籍全部事項証明（謄本）　　　　　　・コミュニティ・ストア
　・戸籍個人事項証明（抄本）
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マイナンバーカード交付実施件数

鳥取市 186,960 35,924 19.21%

米子市 147,857 27,961 18.91%

倉吉市 46,731 7,578 16.22%

境港市 33,957 5,717 16.84%

岩美郡岩美町 11,460 2,540 22.16%

八頭郡若桜町 3,134 394 12.57%

八頭郡智頭町 6,894 995 14.43%

八頭郡八頭町 16,920 2,958 17.48%

東伯郡三朝町 6,450 989 15.33%

東伯郡湯梨浜町 16,835 2,950 17.52%

東伯郡琴浦町 17,274 4,668 27.02%

東伯郡北栄町 14,944 2,463 16.48%

西伯郡日吉津村 3,554 750 21.10%

西伯郡大山町 16,189 2,528 15.62%

西伯郡南部町 10,754 1,959 18.22%

西伯郡伯耆町 10,861 2,062 18.99%

日野郡日南町 4,498 688 15.30%

日野郡日野町 3,054 497 16.27%

日野郡江府町 2,849 352 12.36%

※交付率27.02％は中国地方で2位、全国の自治体で77位の数値
　　この結果は、マイナンバーカードの交付開始当初より、出張申請受付および本人限定郵便での
　送付を実施していることが主な要因と考えられる。
　　また、マイナンバーカード用写真の無料撮影サービスを県内で最初に始めたのも琴浦町であり、
　これも取得率の増加に大きな影響を与えていると考えられる。

2020/9/30

市区町村名 人口 交付件数 交付率
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- 5 -



- 6 -



11
,6

67
件

(7
0.

1%
)

10
,9

28
件

(7
0.

2%
)

8,
62

3件
(6

7.
3%

)

4,
79

2件
(2

8.
8%

)
4,

30
2件

(2
7.

7%
)

3,
72

3件
(2

9.
0%

)

17
0件

(1
.0

%
)

28
8件

(1
.9

%
)

41
8件

(3
.3

%
)

16
,6

29
15

,5
18

12
,7

64

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

12
,0

00

14
,0

00

16
,0

00

18
,0

00

20
17

20
18

20
19

各
種
証
明
書
発
行
件
数
（
税
所
得
証
明
書
除
く
）

本
庁
窓
口
発
行
数

分
庁
窓
口

コ
ン
ビ
ニ
発
行
数

(件
)

- 7 -



7,
29

8件
7,

09
5件

5,
32

8件

5,
01

2件
4,

22
3件

3,
70

9件

2,
54

9件

2,
43

0件

2,
07

7件

1,
14

9件

1,
02

0件

77
5件

45
1件

46
2件

45
7件

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

12
,0

00

14
,0

00

16
,0

00

18
,0

00

20
17
年
度

20
18
年
度

20
19
年
度

窓
口
交
付
証
明
書
別
件
数

（
税
所
得
証
明
書
除
く
）

住
民
票

印
鑑
証
明
書

戸
籍
謄
本

戸
籍
抄
本

戸
籍
の
附
票

81
件

13
6件

21
8件

93
件

13
8件

18
1件

12
件

21
件

40
件

4件

27
件

27
件

2件

6件

9件

22
件

40
件

57
件

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

20
17
年
度

20
18
年
度

20
19
年
度

コ
ン
ビ
ニ
交
付
証
明
書
別
件
数

（
税
所
得
証
明
書
含
む
）

住
民
票

印
鑑
証
明
書

戸
籍
謄
本

戸
籍
抄
本

戸
籍
の
附
票

所
得
（
課
税
）
証
明

(件
)

(件
)

16
,4

59

15
,2

30

12
,3

46

19
2

32
8

47
5

- 8 -



（ ）

2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名
光ケーブル施設維持管理事業
（旧：農村多元情報連絡施設管理運営事業）

事業開始年度 1994年度（H6

上位施策事業名 誰もが健康で心豊かに暮らせるまちづくり 担当課 企画政策課

根拠法令等
琴浦町光ファイバーネットワーク施設条例
琴浦町光ファイバーネットワーク施設条例施行規則

担当係 企画担当

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 梅津　欣喜

対象者数（全住民に対する割合）

4,940
世
帯

76.28 ％

■直接実施

■業務委託 又は □指定管理　
（委託先：①ＮＥＣネッツエスアイ株式会社、②三保電機株式会社）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

実施の背景

　地域によっては民間事業者によるインターネット等の整備が採算性等の問題から進まず、地域
間で情報通信サービスの利用機会や活用能力の格差が生じるといった問題（地理的情報格差）
があった。
　また、H23年時に地上デジタル放送が始まったが、難視聴エリアの対象世帯が1,666世帯（H25
年当時）と総世帯数約6,450世帯に対し約26％程存在していた。

目　的
（何をどうしたいのか）

光ケーブル施設の適切な維持管理を行うことで、ケーブルテレビによる行政情報や地域
情報の安定的な提供、高速通信サービスの安定的な提供を通じ、高度情報化社会に適応
した情報格差のない住みよい町づくりを推進する。

対　象
（誰・何を対象に）

鳥取中央有線放送株式会社（ＴＣＣ）のサービス利用世帯
地区遠隔制御装置（光ケーブルによる部落放送機）の設置
集落

実施方法

【保守】
①TCC本社・支局、赤碕分庁舎の各々に設
　置されている通信施設の保守
　※点検・故障対応等
②伝送路（幹線）・家屋への引込線の保守
　※伝送路修繕・移設、新規引込・撤去等

38,512 
千
円

光ケーブルの
各種工事件数

関連事業
（同一目的事業等）

防災行政無線システム維持管理事業

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

【各種支払い・基金積立て・備品購入】
①火災保険料、賃借料、負担金、借上料等
　の支払い
②伝送路の次回更新工事用基金の積立て
③TCCインターネット用受信機の購入

14,309 
千
円

－

事業番号2
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2020 年度（予算） 2019 年度(決算) 2018 年度(決算) 2017 年度(決算)

事業費合計 52,821 千円 48,862 千円 41,249 千円 41,533 千円

担当正職員 0.4 人 2,635 千円 0.5 人 3,237 千円 0.5 人 3,338 千円 0.5 人 3,313 千円

臨時職員等 0 人 0 千円 0 人 0 千円 0 人 0 千円 0 人 0 千円

人件費合計 0.4 人 2,635 千円 0.5 人 3,237 千円 0.5 人 3,338 千円 0.5 人 3,313 千円

総事業費 55,456 千円 52,099 千円 44,587 千円 44,846 千円

千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

22,136 千円 27,870 千円 22,428 千円 20,304 千円

その他特財の内容 TCCによる光ケーブル伝送路使用料、施設保守料（TCC負担分）　ほか

一般財源 33,320 千円 24,229 千円 22,159 千円 24,542 千円

財源合計 55,456 千円 52,099 千円 44,587 千円 44,846 千円

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

①家屋への引込線に係わる工事（新規
※TCCテレビ・TCCネット利用に伴う新規
引込⇒町補助有り

件 71/- 57/ー 58/ー

②家屋への引込線に係わる工事（移設等
※家屋解体・リフォーム等に伴う屋外装
置の移設・撤去、修繕、障害対応
⇒原則原因者負担

件 66/- 61/ー 47/ー

③伝送路（幹線）に係わる工事
※共架移設、障害対応、修繕、防護管設置
　・撤去

件 19/- 37/ー 50/ー

単位当たりコスト 総事業費 /
TCCサービス
利用世帯

円 9,891 8,342 8,325

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

TCCケーブルテレビ加入率 ％ 76.28/- 76.42/- 77.07/-

TCCインターネット加入率 ％ 17.96/- 17.73/- 17.58/-

事
業
費

事業費内訳
（2020年度分）

①放送・通信施設の保守委託料　　23,995千円
　※内、委託料におけるTCCの負担有り。2019年度TCC負担：14,280千円　
②光ケーブル伝送路の保守委託料　14,517千円
③中国電力等電柱借上料　　　　　 7,917千円
④基金積立金　                   3,301千円
　※次回光ファイバ網更新工事用（TCCによる光ケーブル伝送路使用料を充当）　
⑤TCCネット用受信機（D-ONU）購入費　1,980千円
⑥その他（火災保険料・賃借料・負担金・手数料）　1,111千円

人
件
費

国県支出金

その他特財

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

成果目標：地域間の情報格差を解消し、地域の情報をより多くの町民に届ける
設定理由：「地域や行政の情報（CATV）」や「高速通信サービス（NET）」が、
　　　　　どの程度町民に届いているのかを知る指標とする

成果
（目標達成状況）

コ
ス
ト

財源

内訳
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事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

・本事業の主目的は「地域間の情報格差是正」及び「地域の情報発信」であるが、2017年度に
　全町における光ファイバ－ケーブル更新工事を完了し、またケーブルテレビの全町民に対す
　る加入割合が8割近くある事等を踏まえ、当初の目的は達成しつつあると考える。
・光ケーブル保守に係わる財政負担の増大が今後の大きな課題であり、また、全体の事業費及
　び事務手続き（各種申請受付、工事問合せ対応等）についても精査が必要と考える。
・2014～2017年度時に約16億円を費やし光ケーブルの更新工事を行ったが、設備の耐用年数が
　7～10年程、2022年から順次更新工事予定であり、費用も計2.8億円程（2022～2027年度工事
　予定。琴浦町負担分：計2.2億円程）と高額となる。また、光ケーブルの更新（耐用年数は
　約20～30年程）費用は現時点で約2.5億円程かかる見込みである。しかし、現時点の積立基
　金は約3,464万円　（TCCからの伝送路使用料を充当）と更新費用面で大きな乖離がある事も
　課題である。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

TCCに係わる同事業を行っている町は、北栄町及び湯梨浜町の２町。
2020年度当初予算、2019年度決算、各町TCC加入状況は次のとおり。
・湯梨浜町：【2020年】 60,396千円
　　　　　　【2019年】 53,981千円
・北 栄 町：【2020年】168,140千円（センター設備更新費130,000千円程があり例年より高額）
　　　　　　【2019年】 86,120千円(大規模工事46,000千円程があり例年より高額）

特記事項

・【防災行政無線システム維持管理事業】について
　本町防災行政無線戸別受信機は、行政放送や防災の緊急放送は「無線又は有線」、一部自治
　会の放送や農協の放送等は光ケーブルを利用した「有線」にて放送を行っている。
　事業内容については、次のとおり。
　①防災行政無線機購入：2,941千円、②防災行政無線機設置等業務委託費：270千円、
　④地区遠隔制御装置（部落放送機）の設置等業務委託：2,656千円、④その他：515千円

【TCCのTV・NET加入状況】

琴浦町 北栄町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 湯梨浜町
総世帯数 6,476 5,381 6,306 6,471 5,352 6,211 6,473 5,315 6,148

テレビ契約世帯数 4,940 4,542 5,184 4,945 4,529 5,151 4,989 4,521 5,133
加入率 76.28％ 84.41％ 82.21％ 76.42％ 84.62％ 82.93％ 77.07％ 85.06％ 83.49％

インターネット契約世帯数 1,163 1,821 1,972 1,147 1,782 1,879 1,138 1,731 1,784
加入率 17.96％ 33.84％ 31.27％ 17.73％ 33.30％ 30.25％ 17.58％ 32.57％ 29.02％

2019年度 2018年度 2017年度
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（ ）

2020 年度

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名
光ケーブル施設維持管理事業
（旧：農村多元情報連絡施設管理運営事業）

事業開始年度 1994年度

団体名 三保電機株式会社

収入 支出

国からの財政支出金 千円 引込線関連工事費 5,448 千円

県からの財政支出金 千円 中電・NTT柱への伝送路添架・移転費 6,116 千円

市町村からの財政支出金 14,251 千円 伝送路修繕工事費 1,650 千円

委託料・指定管理料 14,251 千円 ネット用機器増設工事費 810 千円

補助金 千円 防護管設置・撤去工事費 227 千円

その他 千円 千円

その他 千円 千円

総計 14,251 千円 総計 14,251 千円

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

資本金 10,000 千円 （単位：人） 常勤
うち
（出向／OB） 非常勤

うち
（出向／OB） 監事

うち
（出向／OB）

市出資金 千円 役員 3

出資比率 ％ 職員 47

団体への
支出根拠
（選定経過
等、支出先の
妥当性）

指名競争入札（５社）による

【所在地】
・本社は「広島県広島市」に所在。ほか全国に６つの支店があり、鳥取県の支社・サポートセンターが「米子市」、「湯梨浜
町」に所在。
【設　立】
・昭和26年10月12日
【事業内容】
・通信機器販売、請負工事（設計、施行、修理、保守）
・コンピュータ、関連機器販売
・太陽光発電システム等の環境対策設備の販売、施工

役
職
員

特記事項

当該事業の
団体における
収支状況

団体概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業番号2
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（ ）

2020 年度

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名
光ケーブル施設維持管理事業
（旧：農村多元情報連絡施設管理運営事業）

事業開始年度 1994年度

団体名 ＮＥＣネッツエスアイ株式会社

収入 支出

国からの財政支出金 千円 【センター設備】統括保守・オンサイト保守費 9,867 千円

県からの財政支出金 千円 【センター設備】定期点検・メーカ修理契約 2,409 千円

市町村からの財政支出金 23,760 千円 【センター設備】伝送路技術支援 1,210 千円

委託料・指定管理料 23,760 千円 【ISP設備】統括保守・オンサイト保守費 2,435 千円

補助金 千円 【ISP設備】定期点検・メーカ修理契約 5,315 千円

その他 千円 【ISP設備】ソフトウエアライセンス費 2,523 千円

その他 千円 千円

総計 23,760 千円 総計 23,760 千円

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

資本金 131 億円 （単位：人） 常勤
うち
（出向／OB） 非常勤

うち
（出向／OB） 監事

うち
（出向／OB）

市出資金 千円 役員 30 4

出資比率 ％ 職員 7,818

団体への
支出根拠
（選定経過
等、支出先の
妥当性）

随意契約
※ケーブルテレビ施設設備の設置業者、かつ本設備は設置した業者でなければ保守実施が困難であるため。

【所在地】
・本社は「東京都文京区」に所在。ほか全国に48つの支社・支店・営業所、約400のサービスステーション等が所在。
【設　立】
・昭和28年11月26日
【事業内容】
ネットワークをコアとするＩＣＴシステムに関する企画・コンサルティングや設計・構築などの提供、および日本全国にわたる
サポートサービス拠点による24時間365日対応の保守・運用、監視サービスならびにアウトソーシングサービスの提供。

役
職
員

特記事項

当該事業の
団体における
収支状況

団体概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業番号2
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（ ）

（ ）

2020 年度

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名
光ケーブル施設維持管理事業
（旧：農村多元情報連絡施設管理運営事業）

事業開始年度 1994年度

団体名 鳥取中央有線放送株式会社

資本金 67,400 千円 （単位：人） 常勤
うち
（出向／OB） 非常勤

うち
（出向／OB） 監事

うち
（出向／OB）

市出資金 8,500 千円 役員 1 0 9 0 4 0

出資比率 12.6 ％ 職員 24 0 0

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 210,882 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 124,551 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 145,067 千円

委託料・指定管理料 千円 その他 営業外費用・特別費用・各税 11,418 千円

補助金 千円 総計 491,918 千円

その他 千円

その他
売上高・営業外収益・
特別収益

510,328 千円

総計 510,328 千円 収支差 18,410 千円

財務諸表URL

【所在地】
・本社は「琴浦町」、支局が「湯梨浜町」に所在。

【設　立】
・平成7年5月19日

【沿　革】
・平成6年2月　　株式会社ケーブルテレビジョン東ほうき設立
・平成7年4月　　株式会社ケーブルテレビジョン東ほうき　羽合町エリア開局
・平成7年5月　　東伯地区有線放送株式会社設立
・平成8年7月　　東伯地区有線放送株式会社設立　東伯町・大栄町エリア開局
・平成12年4月　株式会社ケーブルテレビジョン東ほうき　北条町・東郷町エリア開局
・平成14年4月　東伯地区有線放送株式会社設立　赤碕町エリア開局
・平成19年4月　鳥取中央有線放送株式会社へ社名変更
　　　　　　　　　　（東伯地区有線放送株式会社・株式会社ケーブルテレビジョン東ほうき合併）
【事業内容】
・ケーブルテレビ事業
・インターネット事業
・携帯電話の移動通信事業

【役員】
・代表取締役社長：宮脇正道（湯梨浜町長）、代表取締役副社長：松本昭夫（北栄町長）、小松弘明（琴浦町長）、
・代表取締役専務：金森康人、取締役：丸山和彦、藪正堂
・監査役：入江誠、前田栄治、小椋正和、津川俊仁

【組織各部門】
・管理部、事業部、制作部

【株主一覧】　計1,348株
湯梨浜町：480株（比率：35.6％）、北栄町：245株（18.2％）、琴浦町：170株（12.6％）、鳥取中央農業組合：208株（15.4％）
全国農業協同組合連合会：245株（18.2％）

役
職
員

特記事項

団体概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

団体全体の
収支状況

事業番号 2
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suzuki
テキストボックス
民間事業者による
　インターネットサービス提供エリア
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（ ）

2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 ICT教育環境整備事業 事業開始年度 令和元年度

上位施策事業名 GIGAスクール構想の実現 担当課 教育総務課

根拠法令等 学校教育の情報化の推進に関する法律 担当係 総務係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 吉田　啓

対象者数（全住民に対する割合）

1,288 人 7.5 ％

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

実施の背景

　今の子どもたちが活躍する頃の社会では，AIやロボット，IoTなどをはじめとする情報技術は生
活の中で当たり前のものとして存在していると考えられ，膨大な情報や情報技術を手段として効
果的に活用していくことの重要性は一層高まっていくこととなる。
　これからの社会で活躍する人材に求められるものとして、「問題を解決する力」「新しいものを考
え出す力」などが重要となってきている。
　また、今年は新型コロナウイルス感染症が拡大する中、学びを継続するためにICTの有効的な
活用による新しい学びの形が注目された。

目　的
（何をどうしたいのか）

情報活用能力の育成
　必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を整理・
比較したり，得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり，必要に応じて保存・共有
したりといったことができる力を育成する。
　また，こうした活動を行う上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や，プログ
ラミング的思考，情報モラル，情報セキュリティ，統計等に関する資質・能力等を身に
つける。
　それらの力を身につけ、課題解決を主体とした学習に取り組んでいく。

対　象
（誰・何を対象に）

小中学校の児童生徒

実施方法

タブレット端末整備（1,411台） 97,927 
千
円

整備台数

通信ネットワーク環境の整備 68,059 
千
円

整備学校数

普通教室ホワイトボード、プロジェクター整備 28,438 
千
円

整備台数

指導者用デジタル教科書の導入 4,320 
千
円

教科数

ICT教育の推進（教員の研修等） 1,030 
千
円

研修実施回数

学習支援ソフト(ミライシード) 端末費用に含む
千
円

使用回数

ICT支援員(２人) 端末費用に含む
千
円

出勤日数

関連事業
（同一目的事業等）

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

事業番号 ３
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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 ICT教育環境整備事業 事業開始年度 令和元年度

事業番号 ３

2020 年度（予算） 2019 年度(決算見込み) 2018 年度(決算) 2017 年度(決算)

事業費合計 155,721 千円 44,075 千円 千円 千円

担当正職員 0.5 人 3,293 千円 0.2 人 1,295 千円 人 千円 人 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 0.5 人 3,293 千円 0.2 人 1,295 千円 人 千円 人 千円

総事業費 159,014 千円 45,370 千円 千円 千円

67,145 千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容
情報機器整備費補助金　38,970千円
情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金　27,580千円
鳥取県児童生徒回線確保支援事業補助金　595千円

地方債 27,300 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

その他特財の内容

一般財源 64,569 千円 45,370 千円 千円 千円

財源合計 159,014 千円 45,370 千円 千円 千円

事
業
費

事業費内訳
（2020年度分）

学校内の環境整備　77,756千円
・校内通信ネットワーク整備（構内LAN工事）66,832千円
・インターネット専用回線整備（TCCネット工事）1,226千円　　
・液晶プロジェクター整備（各普通教室に液晶プロジェクターを設置）9,697千円

タブレット端末整備　72,615千円
　児童生徒、教員一人１台のタブレット端末
　学習支援ソフト「ミライシード」
　ICT支援員（２人）配置

ICT活用教育の推進　5,350千円
　デジタル教科書の導入
　教職員を対象とした研修会の開催
　教職員による自主研修の支援

人
件
費

国県支出金

その他特財

コ
ス
ト

財源

内訳

- 24 -



2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 ICT教育環境整備事業 事業開始年度 令和元年度

事業番号 ３

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

端末整備台数（累計） 台 286/1,411 / /

校内通信ネットワーク整備学校数
【校内LAN工事】 校 0/7 / /

電子黒板機能付液晶プロジェクター整備台数 台 15/56 / /

普通教室ホワイトボード整備 教室 65/65 / /

週あたりのタブレット使用の授業数 時間 2/28 / /

１校/月あたりのICT支援員の出勤日数 回 3/3 / /

単位当たりコスト

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

端末を使用する授業数／一週間当たり授業数 時間 2/28 / /

/ / /

/ / /

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

情報活用のために必要な操作スキルや考え方を身につけるため、毎時間必ず端末を使用
することを目標とする。
今後は、成果を検証するために児童生徒、教職員を対象にしたアンケートや情報活用能
力に関する調査（下記例）等を実施する。
小学5年生：複数の情報を分類整理する問題（H25全国平均17.9％）
中学2年生：目的に合ったグラフを作成する問題（同上　29.3％）

成果
（目標達成状況）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　臨時休校等に備えてオンライン分散授業や家庭との通信テストなどを試行。
　また、登校できない児童を交えてオンライン朝の会を実施するなど、県内でも先進的な取り組
みを順次実施してきている。
　すでに1人1台ずつ端末が入り、ハード面の整備は県内でいち早く完了。

　これらの積極的な活用にあたっては、教職員の意識が大きく左右することから、ICT活用に向け
た研修会や先進事例研究等とあわせ、指導に関する支援体制を充実させる必要がある。
　また、教員の授業支援のためのICT支援員の活用や、家庭学習での活用に向けてWiFiの整備も課
題である。

今後の方向性
・研修や事例紹介などにより、新しい学びの形を教職員間で共有し、積極的な活用へ
　　　9/23　「1人1台端末による新しい学び」を開催
　　　12/1　デジタル教科書の活用成果発表会
　　　随時　各校での自主研修会やデジタル教科書を使った授業の公開
・県教育センターやＩＣＴ支援員等、サポート体制の充実
・学校行事や生徒会活動等、授業外でのオンライン活用
・各地区公民館等公共施設の公衆wifi整備

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

全国の自治体で同様の取り組みが開始されている。
オンライン活用の取り組みや端末整備等、県内では他市町に先行。

特記事項

事
業
実
績

活動実績
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これからの授業

これまでの授業

…柔軟な発想・豊かな創造性・変化に対応…
これからの社会に必要不可欠な力を身につける
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（ ）

2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 子どもの遊び場環境整備事業 事業開始年度 2013年度

上位施策事業名 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり 担当課 総務課

根拠法令等 担当係 施設管理室

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 中田厳己

対象者数（全住民に対する割合）

17,047 人 100 ％

□直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

2020 年度（予算） 2019 年度(決算見込み) 2018 年度(決算) 2017 年度(決算)

事業費合計 808 千円 99 千円 1,203 千円 230 千円

担当正職員 0.05 人 329 千円 0.05 人 324 千円 0.05 人 334 千円 0.05 人 331 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 0.05 人 329 千円 0.05 人 324 千円 0.05 人 334 千円 0.05 人 331 千円

総事業費 1,137 千円 423 千円 1,537 千円 561 千円

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

国県支出金の内容

地方債 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他特財の内容

一般財源 1,137 千円 423 千円 1,537 千円 561 千円

財源合計 1,137 千円 423 千円 1,537 千円 561 千円

実施の背景
　都市公園等以外の地元に管理をお願いしている比較的規模の小さい公園については、遊具の
修繕等も行われておらず、子どもが安心・安全に遊ぶことのできる状態ではなかった。

目　的
（何をどうしたいのか）

　子どもが安心・安全に遊ぶことができるよう、町内の公園に設置されている遊具の点
検・修繕・撤去を行う。

対　象
（誰・何を対象に）

町内の園児・児童及びその保護者・家族

実施方法

遊具点検業務委託　49基 99 
千
円

点検遊具数

修繕工事　11基 460 
千
円

修繕遊具数

撤去工事　5基 348 
千
円

撤去遊具数

千
円

関連事業
（同一目的事業等）

事業番号4A：小公園管理事業（建設環境課）
事業番号4B：どんぐり広場（社会教育課）
事業番号4C：農業研修施設・広場管理（農林水産課）

事
業
費

事業費内訳
（2020年度分）

・遊具修繕工事　11基　460千円
・遊具撤去工事　 5基　 348千円

人
件
費

国県支出金

その他特財

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

コ
ス
ト

財源

内訳

事業番号 ４
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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 子どもの遊び場環境整備事業 事業開始年度 2013年度

事業番号 ４

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

　点検遊具数 基 49/49 / 53/53

　修繕遊具数 基 / 9/52 /

　撤去遊具数 基 / 3/52 1/53

/ / /

単位当たりコスト 事業費 ／ 基
(全体の遊具数)

千円 9 30 11 

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

事故発生件数 件 0/0 0/0 0/0

/ / /

/ / /

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

　公園で安心・安全に遊べるように整備することを目的としているため、遊具による事
故発生件数をゼロとすることを成果指標としました。

成果
（目標達成状況）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

【これまでの取り組み】
　地元管理や使用頻度の少ない公園の遊具について、一括して点検、修繕、撤去等を行ってきま
した。これにより、子どもたちが安全、安心に遊べる環境を整備することができました。

【課題】
　現在は、複数の課により公園を管理していますが、全町的な視点に立った整備は進んでいませ
ん。

【今後の方向性】
　公園、遊具のみならず、子どもの遊び場となる環境の現状把握を行うとともに、全町的な視点
に立った整備を推進していきたいと考ええます。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項
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N
o.

公
園
名

地
区

条
例
種
別

所
管
課

公
園
管
理
方
法

遊
具

遊
具
数

遊
具
点
検
担
当
課

1
八
橋
公
園

八
橋

都
市
公
園

建
設
環
境
課

直
営
（
一
部
委
託
）

2
八
橋
農
村
公
園

八
橋

農
村
運
動
広
場

農
林
水
産
課

直
営
（
一
部
委
託
）
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

2
総
務
課

3
徳
万
公
園

八
橋

都
市
公
園

建
設
環
境
課

直
営
（
一
部
委
託
）
4連
ブ
ラ
ン
コ

1
建
設
環
境
課

4
東
伯
総
合
公
園
（
ど
ん
ぐ
り
広
場
）

八
橋

都
市
公
園

社
会
教
育
課

直
営
（
一
部
委
託
）

4連
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ブ
ラ
ン
コ

ス
ウ
ィ
ン
グ
遊
具
×
３

タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ

ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台

フ
ッ
ト
ア
ー
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

て
く
て
く
君

ス
ト
レ
ッ
チ
バ
ー

シ
ョ
ル
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ダ
ブ
ル
ツ
イ
ス
ト

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ベ
ン
チ

12
社
会
教
育
課

5
水
辺
公
園

浦
安

農
村
運
動
広
場

農
林
水
産
課

直
営
（
一
部
委
託
）
2連
ブ
ラ
ン
コ

1
総
務
課

6
い
な
り
公
園

浦
安

都
市
公
園

建
設
環
境
課

直
営
（
一
部
委
託
）

7
逢
束
海
岸
ふ
れ
あ
い
広
場

浦
安

ふ
れ
あ
い
広
場

建
設
環
境
課

直
営
（
一
部
委
託
）

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

3連
鉄
棒

2連
シ
ー
ソ
ー

ア
ニ
マ
ル
×
２

2連
ブ
ラ
ン
コ

す
べ
り
台

7
建
設
環
境
課

8
逢
束
農
村
公
園

浦
安

農
村
運
動
広
場

農
林
水
産
課

直
営
（
一
部
委
託
）

0

9
下
大
江
農
村
公
園

下
郷

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

2連
ブ
ラ
ン
コ

3連
鉄
棒

2
総
務
課

10
聖
郷
運
動
広
場

下
郷

農
村
運
動
広
場

社
会
教
育
課

直
営
（
一
部
委
託
）

11
倉
坂
農
村
公
園

下
郷

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

12
法
万
農
村
公
園

古
布
庄

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

ブ
ラ
ン
コ

す
べ
り
台

雲
梯

3
総
務
課

琴
浦
町
公
園
及
び
遊
具
一
覧
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N
o.

公
園
名

地
区

条
例
種
別

所
管
課

公
園
管
理
方
法

遊
具

遊
具
数

遊
具
点
検
担
当
課

琴
浦
町
公
園
及
び
遊
具
一
覧

13
南
部
ふ
る
さ
と
広
場

古
布
庄

そ
の
他

商
工
観
光
課

直
営
（
一
部
委
託
）

3連
鉄
棒

す
べ
り
台

2連
ブ
ラ
ン
コ

3
総
務
課

14
赤
碕
ふ
れ
あ
い
広
場
（
ポ
ー
ト
赤
碕
）

赤
碕

ふ
れ
あ
い
広
場

建
設
環
境
課

直
営
（
一
部
委
託
）

ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台

木
製
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
×
６

バ
ナ
ナ
ウ
ェ
ー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー

親
子
ダ
コ
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

FR
P製
遊
具
×
２

12
建
設
環
境
課

15
荒
神
公
園

赤
碕

都
市
公
園

建
設
環
境
課

直
営
（
一
部
委
託
）
プ
レ
イ
ウ
ォ
ー
ル

1
建
設
環
境
課

16
花
見
公
園

赤
碕

都
市
公
園

建
設
環
境
課

直
営
（
一
部
委
託
）

2
建
設
環
境
課

17
赤
碕
総
合
運
動
公
園

赤
碕

そ
の
他

社
会
教
育
課

直
営
（
一
部
委
託
）

18
八
幡
農
村
公
園

安
田

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

す
べ
り
台

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
×
２

4
総
務
課

19
光
農
村
公
園

安
田

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

す
べ
り
台

雲
梯

3連
鉄
棒

ス
プ
リ
ン
グ
遊
具

ス
イ
ン
グ
遊
具
×
２

ブ
ラ
ン
コ

7
総
務
課

20
箆
津
農
村
公
園

安
田

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

す
べ
り
台

2連
ブ
ラ
ン
コ

2連
鉄
棒

3
総
務
課

21
今
在
家
農
村
公
園

成
美

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

0
22

分
乗
寺
農
村
公
園

成
美

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

3連
鉄
棒

1
総
務
課

23
上
中
村
農
村
公
園

成
美

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

ス
イ
ン
グ
遊
具

1
総
務
課

24
山
川
農
村
公
園

以
西

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

0

25
金
屋
農
村
公
園

以
西

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

3連
鉄
棒

の
ぼ
り
棒

2
総
務
課

26
竹
内
農
村
公
園

以
西

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

2連
鉄
棒

1
総
務
課
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N
o.

公
園
名

地
区

条
例
種
別

所
管
課

公
園
管
理
方
法

遊
具

遊
具
数

遊
具
点
検
担
当
課

琴
浦
町
公
園
及
び
遊
具
一
覧

27
大
熊
農
村
公
園

以
西

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

0

28
大
父
農
村
公
園

以
西

そ
の
他

農
林
水
産
課

地
元

3連
鉄
棒

ア
ニ
マ
ル
ベ
ン
チ

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具

3
総
務
課

29
大
父
木
地
親
水
公
園

以
西

親
水
公
園

農
林
水
産
課

直
営
（
一
部
委
託
）

0
30

古
布
庄
運
動
広
場

古
布
庄

農
村
運
動
広
場

社
会
教
育
課

直
営
（
一
部
委
託
）

0

31
旧
古
布
庄
小
学
校

古
布
庄

そ
の
他

社
会
教
育
課

直
営
（
一
部
委
託
）

す
べ
り
台

ク
ラ
イ
ム

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
（
吊
り
輪
）

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

4
総
務
課

32
旧
安
田
小
学
校

安
田

そ
の
他

社
会
教
育
課

直
営
（
一
部
委
託
）

8連
鉄
棒

5連
鉄
棒

雲
梯

ブ
ラ
ン
コ

の
ぼ
り
棒

吊
り
輪

6
総
務
課

33
旧
以
西
小
学
校

以
西

そ
の
他

社
会
教
育
課

直
営
（
一
部
委
託
）

9連
鉄
棒

の
ぼ
り
棒

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具

リ
ン
グ

吊
り
輪

4連
ブ
ラ
ン
コ

6
総
務
課

34
船
上
山
運
動
広
場

以
西

農
村
運
動
広
場

社
会
教
育
課

直
営
（
一
部
委
託
）

0
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H
27

H
28

H
29

H
30

R1
R2

1
八
橋
公
園

2
八
橋
農
村
公
園

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
修
繕

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
修
繕

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
修
繕

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
修
繕

3
徳
万
公
園

4連
ブ
ラ
ン
コ

4
東
伯
総
合
公
園
（
ど
ん
ぐ
り
広
場
）

4連
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ブ
ラ
ン
コ

ス
ウ
ィ
ン
グ
遊
具
×
３

タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ

ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台

フ
ッ
ト
ア
ー
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

て
く
て
く
君

ス
ト
レ
ッ
チ
バ
ー

シ
ョ
ル
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ダ
ブ
ル
ツ
イ
ス
ト

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ベ
ン
チ

5
水
辺
公
園

2連
ブ
ラ
ン
コ

２
連
ブ
ラ
ン
コ
修
繕

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
撤
去

6
い
な
り
公
園

7
逢
束
海
岸
ふ
れ
あ
い
広
場

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

3連
鉄
棒

2連
シ
ー
ソ
ー

ア
ニ
マ
ル
×
２

2連
ブ
ラ
ン
コ

す
べ
り
台

8
逢
束
農
村
公
園

9
下
大
江
農
村
公
園

2連
ブ
ラ
ン
コ

3連
鉄
棒

す
べ
り
台
撤
去

ブ
ラ
ン
コ
修
繕

鉄
棒
修
繕

10
聖
郷
運
動
広
場

11
倉
坂
農
村
公
園

12
法
万
農
村
公
園

ブ
ラ
ン
コ

す
べ
り
台

雲
梯

13
南
部
ふ
る
さ
と
広
場

3連
鉄
棒

す
べ
り
台

2連
ブ
ラ
ン
コ

シ
ー
ソ
ー
撤
去

３
連
鉄
棒
修
繕

す
べ
り
台
修
繕

２
連
ブ
ラ
ン
コ
修
繕

14
赤
碕
ふ
れ
あ
い
広
場
（
ポ
ー
ト
赤
碕
）

ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台

木
製
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
×
６

バ
ナ
ナ
ウ
ェ
ー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー

親
子
ダ
コ
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

FR
P製
遊
具
×
２

15
荒
神
公
園

プ
レ
イ
ウ
ォ
ー
ル

16
花
見
公
園

17
赤
碕
総
合
運
動
公
園

18
八
幡
農
村
公
園

す
べ
り
台

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
×
２

２
連
ブ
ラ
ン
コ
撤
去

鉄
棒
修
繕

３
連
鉄
棒
撤
去

琴
浦
町
公
園
及
び
遊
具
一
覧

修
繕
及
び
撤
去
工
事

N
o.

公
園
名

現
有
遊
具
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H
27

H
28

H
29

H
30

R1
R2

琴
浦
町
公
園
及
び
遊
具
一
覧

修
繕
及
び
撤
去
工
事

N
o.

公
園
名

現
有
遊
具

19
光
農
村
公
園

す
べ
り
台

雲
梯

3連
鉄
棒

ス
プ
リ
ン
グ
遊
具

ス
イ
ン
グ
遊
具
×
２

ブ
ラ
ン
コ

す
べ
り
台
修
繕

雲
梯
修
繕

20
箆
津
農
村
公
園

す
べ
り
台

2連
ブ
ラ
ン
コ

2連
鉄
棒

ア
ニ
マ
ル
ベ
ン
チ
撤
去

２
連
ブ
ラ
ン
コ
修
繕

21
今
在
家
農
村
公
園

22
分
乗
寺
農
村
公
園

3連
鉄
棒

鉄
棒
修
繕

23
上
中
村
農
村
公
園

ス
イ
ン
グ
遊
具

24
山
川
農
村
公
園

鉄
棒
撤
去

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
撤
去

シ
ー
ソ
ー
撤
去

２
連
ブ
ラ
ン
コ
撤
去

25
金
屋
農
村
公
園

3連
鉄
棒

の
ぼ
り
棒

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
撤
去

の
ぼ
り
棒
修
繕

26
竹
内
農
村
公
園

2連
鉄
棒

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
撤
去

２
連
鉄
棒
修
繕

27
大
熊
農
村
公
園

28
大
父
農
村
公
園

3連
鉄
棒

ア
ニ
マ
ル
ベ
ン
チ

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
修
繕

す
べ
り
台
修
繕

29
大
父
木
地
親
水
公
園

丸
太
渡
り
撤
去

30
古
布
庄
運
動
広
場

雲
梯
撤
去

31
旧
古
布
庄
小
学
校

す
べ
り
台

ク
ラ
イ
ム

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
（
吊
り
輪
）

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

２
連
ブ
ラ
ン
コ
撤
去

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
撤
去

吊
り
輪
修
繕

す
べ
り
台
修
繕

鉄
棒
修
繕

ク
ラ
イ
ム
修
繕

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
修
繕

１
０
連
鉄
棒
撤
去

32
旧
安
田
小
学
校

8連
鉄
棒

5連
鉄
棒

雲
梯

ブ
ラ
ン
コ

の
ぼ
り
棒

吊
り
輪

す
べ
り
台
撤
去

４
連
ブ
ラ
ン
コ
修
繕

鉄
棒
修
繕

吊
り
輪
修
繕

５
連
鉄
棒
修
繕

33
旧
以
西
小
学
校

9連
鉄
棒

の
ぼ
り
棒

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具

リ
ン
グ

吊
り
輪

4連
ブ
ラ
ン
コ

４
連
ブ
ラ
ン
コ
修
繕

の
ぼ
り
棒
修
繕

９
連
鉄
棒
修
繕

吊
り
輪
修
繕

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
修
繕

シ
ー
ソ
ー
撤
去

リ
ン
グ
修
繕

34
船
上
山
運
動
広
場

35
東
桜
ヶ
丘
公
園

鉄
棒
撤
去

36
旧
古
布
庄
保
育
園

す
べ
り
台
撤
去

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
撤
去

３
連
鉄
棒
撤
去

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
修
繕

37
出
上
地
区
公
園

２
連
ブ
ラ
ン
コ
撤
去

修
繕
遊
具
数

7
17

0
11

0
0

撤
去
遊
具
数

15
3

1
5

0
0

建
設
環
境
課
 
修
繕
遊
具
数

4
16

6
建
設
環
境
課
 
撤
去
遊
具
数

0
0

1
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琴浦町公園等遊具点検業務仕様書

１ 適用範囲

本業務委託（以下「業務」という）にあたっては、国土交通省都市・地域整備局「都市公園に

おける遊具の安全確保に関する指針（改訂版）」及び社団法人日本公園施設業協会「遊具の安全に

関する規準」に準ずるほか、本仕様書（以下「仕様書」という）に基づき実施するものとする。

２ 業務実施場所

（１）実施場所

別紙のとおり

（２）点検対象の遊具

各公園内等の屋外遊具一式

３ 委託期間

契約締結日から令和元年９月２０日まで

４ 業務内容

（１）安全点検

遊具の破損、老朽判断、継ぎ部分のゆるみ及び固定部、可動部、支柱、塗装等の安全点検を

目視、触診、打診にて行う。

また、必要に応じ、ボルト・ネジ等の増し締め、遊具可動部への注油作業を行う。欠損・破

損を確認した際には、ただちに委託者に報告すること。

（２）判定基準

遊具の安全性や劣化状況について、以下の基準により判定を行なう。

Ａ：現状において問題がない。

⇒ 修繕の必要はない。

Ｂ：やや劣化の兆候があるため、監視を続ける必要がある。

⇒ 直ちに修繕や再塗装などの改善措置を講じる必要はない。

Ｃ：部分的、あるいは軽微な異常があり、部分修繕が必要である。

⇒ 継続使用を前提に、消耗部材の交換や再塗装などの補修を行なう。

Ｄ：重要な部分に異常があり、直ちに改善が必要である。

⇒ 使用を一旦中止し、改善した後、供用を再開する。

Ｅ：主要な箇所に重大な異常があり、使用不可能である。

⇒ 直ちに使用を禁止し、撤去する。

（３）作 業 員

点検作業員は、社団法人日本公園施設業協会認定の公園施設製品整備技士及び、それに準ず

る資格を取得している者とし、委託者が認めた者とする。

なお、業務実施前に、点検作業員を書面にて提出すること。（有資格者に準ずる者は、過去３

年間に公共機関において行なった遊具点検の契約書等履行確認ができる書類をもってそれに代

えることができる。）

（４）写真管理

施設全体、個別写真、劣化部分等の判断に必要な写真を提出すること。
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５ 報 告

業務完了後に納入する成果品は正本１部及び電子データとし、内容は以下のとおりとする。

（１）診断結果一覧表

調査対象施設名や判定結果等が一覧できる総括表

（２）調査結果報告書

① 遊具の現況、判定結果、根拠等がわかるもの

② 調査対象遊具の現況写真、判定、コメント

③ 劣化部分及び安全性に欠ける箇所の説明コメント、写真

④ 広場全体の状況や遊具の配置が分かる写真

⑤ Ｄ判定をした遊具の対応優先順位を示したもの、及び修繕する場合の参考見積

⑥ Ｅ判定をした遊具を撤去する場合の参考見積

⑦ その他、今後の安全対策に必要と判断される資料、データなど

（３）注意事項

点検結果については、公園施設製品安全管理士が判定すること。

また、点検結果報告書は契約期間内に提出すること。なお、報告時に点検結果及び今後の管

理に対する注意点について委託者に説明を行うこと。

６ 資料等の貸与及び提供

委託者は受託者に対して業務に必要な関係資料の貸与及び資料の提供を行うものとし、受託者

は業務完了後、ただちに返還しなければならない。

７ 成果品の帰属

成果品は全て委託者に帰属するのもとし、委託者の承諾を受けずに他に公表、貸与してはなら

ない。

８ 費用の負担

仕様書に明示なく、業務上必要なことについては、受託者の負担で実施するものとする。

９ 諸法規の厳守

受託者は、業務の実施にあたり、諸法令及び諸法規等を厳守しなければならない。

10 秘密の保持

受託者は、業務上知り得た秘密を他人に洩らしてはならない。
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琴浦町公園等遊具点検結果一覧

劣化
総合
判定

2連ブランコ Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ

３連鉄棒 Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ

ブランコ Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ

すべり台 Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ

雲梯 Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ

3 分乗寺農村公園 琴浦町大字 西宮657 農林水産課 3連鉄棒 Ｃ Ｄ Ｃ Ⅲ

すべり台 Ｂ Ｂ Ｂ Ⅰ

雲梯 Ｂ Ｂ Ａ Ⅰ

３連鉄棒 Ｂ Ｂ Ｂ Ⅱ

スプリング遊具 Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ

スイング遊具① Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ

スイング遊具② Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ

ブランコ Ｂ Ｂ Ａ Ⅰ

3連鉄棒 Ｂ Ｃ Ｂ Ⅲ

のぼり棒 Ｂ Ｂ Ｄ Ⅰ

すべり台 Ｂ Ｃ Ａ Ⅲ

ジャングルジム Ｂ Ｃ Ａ Ⅲ

スプリング遊具① Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ

スプリング遊具② Ｂ Ｂ Ａ Ⅱ

7 上中村農村公園 琴浦町大字 中村1352 農林水産課 スイング遊具 Ｂ Ｃ Ｂ Ⅱ

すべり台 Ｂ Ｃ Ｂ Ⅲ

2連ブランコ Ｂ B Ｂ Ⅱ

2連鉄棒 Ｃ Ｃ Ｂ Ⅲ

2連ブランコ Ｂ Ｃ Ｂ Ⅱ

境界柵 Ｂ Ｃ Ｂ Ⅱ

コンビネーション遊具 Ｂ Ｃ Ｃ Ⅱ

ロープウェイ Ｂ Ｃ Ｃ Ⅱ

11 竹内農村公園 琴浦町大字 竹内299 農林水産課 2連鉄棒 Ａ B Ｂ Ⅰ

３連鉄棒 Ｃ Ｃ Ｂ Ⅲ

アニマルベンチ Ｂ Ｂ Ｂ Ⅲ

コンビネーション遊具 C Ｂ Ｂ Ⅱ

すべり台 B B Ａ Ⅱ

クライム B B Ｃ Ⅱ
コンビネーション遊具（吊り
輪）

B B Ｃ Ⅱ

ロープウェイ B B Ｃ Ⅱ

8連鉄棒 Ｂ Ｃ B Ⅱ

5連鉄棒 Ｂ Ｂ B Ⅰ

雲梯 Ｂ Ｃ B Ⅲ

ブランコ Ｂ A Ａ Ⅰ

のぼり棒 Ｂ Ｃ Ｂ Ⅱ

吊り輪 Ｃ Ｃ Ｂ Ⅲ

９連鉄棒 Ｂ Ｃ Ｃ Ⅱ

のぼり棒 Ｂ B Ｄ Ⅱ

コンビネーション遊具 C Ｄ Ｄ Ⅲ

リング A A A Ⅰ

吊り輪 Ｂ B Ｂ Ⅱ

４連ブランコ Ｂ B Ｂ Ⅱ

３連鉄棒 A A Ｄ I

滑り台 A A Ｄ I

２連ブランコ A A Ｂ I

機能判定

安全
規準

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所があります。

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所があります。

Ｂ 腐食部：錆落とし・錆止め・仕上げ塗装

Ａ 腐食部：錆落とし・錆止め・仕上げ塗装

Ａ 腐食部：錆落とし・錆止め・仕上げ塗装

Ｄ 倉庫の移設もしくは鉄棒の部分撤去

Ｂ

Ｂ

Ａ 苔・汚れ　洗浄

Ａ 苔・汚れ　洗浄

Ａ 苔・汚れ　洗浄・座面のカバー交換

Ａ 苔・汚れ　洗浄・盛土・マット等の処置

Ａ 苔・汚れ　洗浄

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所が多数あります。

Ｂ 異物の除去

Ｂ 腐食部：錆落とし・錆止め・仕上げ塗装

Ｂ 縦架材の錆落とし・錆止め・仕上塗装

Ｂ 腐食部：錆落とし・錆止め・仕上げ塗装

Ｂ 腐食部：錆落とし・錆止め・仕上げ塗装

Ｂ 経年劣化が見られます。

Ｂ 腐食部：錆落とし・錆止め・仕上げ塗装

Ｂ 腐食部：錆落とし・錆止め・仕上げ塗装

Ｂ 腐食部：錆落とし・錆止め・仕上げ塗装

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所が多数あります。

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所が多数あります。

Ｂ 鉄部の腐食修繕。

Ｂ 木部の割れ目修繕。

Ｂ 特に問題はありません。

Ｂ 握り棒の錆落しをお勧めします

Ｂ 亀裂修繕・基礎部：盛り土埋没

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所があります。

B 錆びの進行に注意

B 錆びの進行に注意

B 錆びの進行に注意

B 錆びの進行に注意

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所が多数あります。

Ｂ 握り棒の腐食した箇所があります。

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所が多数あります。

A

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所が多数あります。

Ｂ 塗装の剥離・腐食した箇所が多数あります。

Ｂ 握り棒のガタがあります

Ｂ

C 滑降部側板穴開き部修繕

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ 安全領域が確保されていません

Ｂ 安全領域が確保されていません

Ｂ 得に問題はないでしょう。

Ａ：現状修繕の必要がない
　　　　安全領域落下高さ600 mm以下　1500 mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
A：　　　　　　　　　　　　 　600 mm以上　1800 mm
　　　が、確保されているか（障害物がなく、衝撃緩和措置がされている状態）

Ｂ：部分的に異常有り、部分修繕が必要 B：軽度の障害を引き起こしうる状態

Ｃ：主要部材部品に異常があり、大規模な修繕又は更新が必要 C：重大な障害を引き起こしうる状態

Ａ：健全 D：生命及び恒久的な障害を引き起こしうる状態

Ｂ：劣化しているが使用可 Ⅰ：現状は再塗装の必要がない

Ｃ：劣化していて使用不可（条件により使用可） Ⅱ：部分的に再塗装が必要

Ｄ：主要部材が劣化していて使用不可 Ⅲ：全体的に錆・塗装の剥離があり、再塗装が必要

Ａ：現状において問題がない⇒修繕の必要がない
Ⅳ：錆・塗装の剥離が著しく、使用に支障をきたす。腐食度調査の
上、至急再塗装が必要

Ｂ：やや劣化の兆候があるため、監視を続ける必要がある⇒直ちに修繕や再塗装などの改善措置を講じる必要はない

Ｃ：部分的、あるいは軽微な異常があり、部分修繕が必要である⇒継続使用を前提に消耗部材の交換や再塗装などの補修を行う

Ｄ：重要な部分に異常があり、直ちに改善が必要である⇒使用を一旦中止し改善した後、使用を再開する

Ｅ：主要な個所に重大な異常があり、使用不可能である⇒直ちに使用を禁止し、撤去する

No. 公園名 住所 所管課 遊　具　名

安
全
領
域

塗
装
判
定

記　事

1 下大江農村公園 琴浦町大字 下大江673 農林水産課

2 法万農村公園 琴浦町大字 法万834 農林水産課

5 金屋農村公園 琴浦町大字 竹内603-3 農林水産課

6 八幡農村公園 琴浦町大字 八幡103-2 農林水産課

8 箆津農村公園 琴浦町大字 箆津336-2 農林水産課

9 水辺公園 琴浦町大字 槻下1026 農林水産課

10 八橋農村公園 琴浦町大字 八橋1079 農林水産課

12 大父農村公園 琴浦町大字 大父324 農林水産課

13 旧古布庄小学校 琴浦町大字 古長217 社会教育課

14 旧安田小学校 琴浦町大字 箆津318 社会教育課

15 旧以西小学校 琴浦町大字 宮木39 社会教育課

16 南部ふるさと広場 琴浦町大字 三本杉1087 商工観光課

安　全　規
準 安　全　

領　域

劣
化

塗
装

総
合
判
定

4 光農村公園 琴浦町大字 光367-1 農林水産課

判

定
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（ ）

2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 小公園管理事業 事業開始年度 2004年度

上位施策事業名 【総合計画】自然とともに生きる環境の町づくり 担当課 建設環境課

根拠法令等 都市計画法、琴浦町都市公園条例、琴浦町ふれあい広場条例 担当係 住宅係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 岡田孝英

対象者数（全住民に対する割合）

17,047 人 100 ％

■直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

2020 年度（予算） 2019 年度(決算) 2018 年度(決算) 2017 年度(決算)

事業費合計 3,339 千円 2,699 千円 2,770 千円 2,639 千円

担当正職員 0.2 人 1,317 千円 0.2 人 1,294 千円 0.2 人 1,335 千円 0.2 人 1,325 千円

臨時職員等 0 人 0 千円 0 人 0 千円 0 人 0 千円 0 人 0 千円

人件費合計 0.2 人 1,317 千円 0.2 人 1,294 千円 0.2 人 1,335 千円 0.2 人 1,325 千円

総事業費 4,656 千円 3,993 千円 4,105 千円 3,964 千円

実施の背景
公園における施設の維持管理や遊び場の安全性、快適性を確保するためには、公園管理者に
おいて適切な安全措置や施設等の管理を実施することが必要となっている。

目　的
（何をどうしたいのか）

公園は地域に密着した身近なものであり、地域住民に快適でゆとりのある空間を提供す
るため、公園施設等の適切な維持管理を行う。

【対象公園：８カ所】
　●都市公園（５箇所）
　　　いなり公園、徳万公園、荒神公園、八橋公園、花見公園
　●ふれあい広場（２箇所）
　　　逢束ふれあい公園、赤碕ふれあい公園
　●その他公園（１箇所）
　　　きらり公園

対　象
（誰・何を対象に）

全町民

実施方法

需用費
（除草剤、光熱水費、修繕料）

1,490 
千
円

遊具修繕

役務費
（浄化槽法定点検、遊具点検、火災保険、傷害保険）

507 
千
円

遊具点検

委託料
（清掃管理、樹木剪定、浄化槽管理）

1,176 
千
円

清掃管理委託
樹木剪定

使用料及び借上料
（公共下水道、公園整備機械）

166 
千
円

下水道使用料
公園整備機械借上

関連事業
（同一目的事業等）

事
業
費

事業費内訳
（2020年度分）

・いなり公園　938千円（消耗品、光熱水費、修繕料、手数料、火災保険料、委託料）
・徳万公園　256千円（消耗品、光熱水費、修繕料、手数料、使用料）
・荒神公園　280千円（消耗品、光熱水費、修繕料、手数料、使用料）
・八橋公園　322千円（消耗品、光熱水費、修繕料、委託料、借上料）
・花見公園　　0千円
・逢束ふれあい公園　685千円（消耗品、光熱水費、修繕料、手数料、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火災保険料、委託料、使用料）
・赤碕ふれあい公園　498千円（消耗品、修繕料、手数料、保険料、委託料）
・きらり公園　347千円（消耗品、光熱水費、修繕料、火災保険料、委託料、使用料）
・建設環境課　13千円（消耗品）

人
件
費

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

コ
ス
ト

事業番号 ４Ａ
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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 小公園管理事業 事業開始年度 2004年度

事業番号 ４Ａ

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

国県支出金の内容

地方債 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他特財の内容

一般財源 4,656 千円 3,993 千円 4,105 千円 3,964 千円

財源合計 4,656 千円 3,993 千円 4,105 千円 3,964 千円

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

遊具点検（4公園） 箇所 　4　/　4 　4　/　4 　4　/　4

遊具修繕 箇所 　2　/　- 　5　/　- 　2　/　-

清掃管理委託（5公園） 箇所 　5　/　5 　5　/　5 　5　/　5

樹木剪定 箇所 　0　/　- 　2　/　- 　1　/　-

単位当たりコスト 総事業費 ／ 箇所数（8公園） 千円 499 513 495

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

ケガ等の事故ゼロ 件 　0　/　0 　0　/　0 　0　/　0

　　/　 　　/　 　　/　

/ / /

国県支出金

その他特財

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

・公園利用者の満足度の向上
（利用者の満足度は把握できていない）

成果
（目標達成状況）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

・公園施設を適切に管理するため、老朽化し修繕が困難となった遊具は撤去している現状であ
る。（遊具が減っている。）

・一般財源での事業であり、遊具の新設も困難なことから、遊具整備に対する住民要望に応える
ことができていない。

・既存の遊具については、今後も「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」による定期
点検を実施し、遊具等の適切な維持管理を行っていく。

・赤碕ふれあい広場の遊具について、リニューアルに向け検討していく。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

【都市公園を対象としたR1年度事業費】
　・琴浦町　（管理箇所数　5、事業費　2,699千円）
　・湯梨浜町（管理箇所数　2、事業費　1,562千円）
　・北栄町　（管理箇所数　0、事業費　0千円）
　・三朝町　（管理箇所数　2、事業費　1,504千円）

特記事項
公園管理者の遊具の定期点検は、国の「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」におい
て、年1回以上行うこととなっている。

財源

内訳
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（ ）

2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 東伯総合公園管理事業（どんぐり広場） 事業開始年度 2017年度

上位施策事業名 だれもが健康で、心豊かに暮らせるまちづくり 担当課 社会教育課

根拠法令等 担当係 社会体育係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 増田裕子

対象者数（全住民に対する割合）

17,047 人 100 ％

■直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　　　　　実施主体：　　　　　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

2020 年度（予算） 2019 年度(決算見込み) 2018 年度(決算) 2017 年度(決算)

事業費合計 297 千円 356 千円 116 千円 千円

担当正職員 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

臨時職員等 0.05 人 109 千円 0.05 人 98 千円 0.05 人 98 千円 人 千円

人件費合計 0.05 人 109 千円 0.05 人 98 千円 0.05 人 98 千円 人 千円

総事業費 406 千円 454 千円 214 千円 千円

千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

その他特財の内容

一般財源 406 千円 454 千円 214 千円 千円

財源合計 406 千円 454 千円 214 千円 千円

実施の背景

 東伯総合公園内には遊具が設置してあったが、劣化により安全性が保てないことにより撤去し、
新たな遊具の設置は行っていなかった。撤去後には、町内保育園保護者などから遊具設置の要望
が上がっていた。
　平成28年度地方創生推進交付金事業「生き活き高齢者、遊びきる子ども～アクティブコトウラ
イフの実現」の一環で町内園児・児童及び保護者対象のアンケートで外遊び遊具ニーズの調査の
結果を受け、新たな遊具の設置希望があり設置を行った。

目　的
（何をどうしたいのか）

　東伯総合公園の施設管理をすることで町内外の利用者のスポーツやレクリエーション、どんぐ
りひろばを活用した外遊び等の活動推進、憩いの場、コミュニケーションの場を提供する。

対　象
（誰・何を対象に）

全町民

実施方法

維持管理費等 93 
千
円

維持管理

トイレ清掃委託料（ｼﾙﾊﾞｰ清掃、浄化槽清掃） 315 
千
円

清掃

千
円

関連事業
（同一目的事業等）

プレーパークどんぐり

事
業
費

事業費内訳
（2020年度分）

維持管理費88千円（消耗品14千円、燃料費3千円、光熱水費37千円、手数料9千円、火災
保険料25千円、委託料209千円（清掃委託75千円、浄化槽委託134千円）)

人
件
費

国県支出金

その他特財

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

コ
ス
ト

財源

内訳

事業番号 ４B
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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 東伯総合公園管理事業（どんぐり広場） 事業開始年度 2017年度

事業番号 ４B

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

トイレ清掃委託 箇所 1/1 1/1 /

浄化槽点検委託 箇所 1/1 / /

/ / /

/ / /

単位当たりコスト 管理費 ／ 箇所 千円 564 115

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

事故発生件数 件 2 0

/ / /

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

どんぐりひろばを外遊び等の活動推進、憩いの場、コミュニケーションの場として、安
全・快適に利用できるように維持管理を行っているため、事故発生件数をゼロとするこ
とを目標としました。

成果
（目標達成状況）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

どんぐりひろばには子どもの遊具と、大人の健康器具が同じエリアに設置されており、
適切に管理することにより世代を越えたコミュニケーションを図ることができる。遊具
保証年数が平成30年（2018年）1月納入から満2年間であり保証期間が終了しており、今
後も安全に利用するためには保守点検・修繕費用を計上し定期的に施設の維持管理が必
要である。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項
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（ ）

2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 農業研修施設・広場管理 事業開始年度 2004年度

上位施策事業名 誰もが健康で、心豊かに暮らせるまちづくり 担当局・部名

根拠法令等
琴浦町立多目的研修集会施設条例、琴浦町立多目的研修集会施設規則、大父木地
親水公園条例、大父木地親水公園規則、琴浦町立農村運動広場等条例 担当課･係名 農林水産課

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 前田

対象者数（全住民に対する割合）

17,047 人 100 ％

□直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：地域団体、シルバー人材センター等）　　　　　　　　　

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

2020 年度（予算） 2019 年度(決算) 2018 年度(決算) 2017 年度(決算)

事業費合計 3,539 千円 3,262 千円 3,171 千円 3,331 千円

担当正職員 0.2 人 1,318 千円 0.2 人 1,295 千円 0.2 人 1,336 千円 0.2 人 1,325 千円

臨時職員等 人 千円 0.1 人 648 千円 0.1 人 668 千円 0.1 人 663 千円

人件費合計 0.2 人 1,318 千円 0.3 人 1,943 千円 0.3 人 2,004 千円 0.3 人 1,988 千円

総事業費 4,857 千円 5,205 千円 5,175 千円 5,319 千円

千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

25 千円 16 千円 16 千円 17 千円

その他特財の内容

一般財源 4,832 千円 5,189 千円 5,159 千円 5,302 千円

財源合計 4,857 千円 5,205 千円 5,175 千円 5,319 千円

実施の背景
町民の心身の健全な発達に寄与するため、利用する地域住民が快適に使用できるように維持管
理を行う必要がある。

目　的
（何をどうしたいのか）

地域住民の健康づくりの増進や子どもの安全な遊び場を確保することで、心身の健全な
発達に寄与する。

●対象公園（4箇所）
　八橋農村公園、大父木地親水公園、水辺公園(白鳳館)、逢束農村公園

対　象
（誰・何を対象に）

一般住民、地域住民

実施方法

公園管理業務委託 3,539 
千
円

維持管理

千
円

千
円

関連事業
（同一目的事業等）

事
業
費

事業費内訳
（2020年度分）

公園管理委託料　　　：１，７０５千円
その他の維持管理費　：１，８３４千円

人
件
費

国県支出金

その他特財

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

コ
ス
ト

財源

内訳

事業番号 ４C
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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 農業研修施設・広場管理 事業開始年度 2004年度

事業番号 ４C

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

公園管理数 箇所 ４／４ ４／４ ４／４

/ / /

/ / /

/ / /

単位当たりコスト 事業費 ／ 箇所 千円 1,301 1,294 1,330

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

苦情件数 件 ０／０ ０／０ ０／０

事故発生件数 件 ０／０ ０／０ ０／０

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

地域住民の健康増進や安全な遊び場を確保することで、心身の健全な発達に寄与するこ
とを目的としているため、利用による苦情件数及び遊具による事故発生件数をゼロとす
ることを成果指標としました。

成果
（目標達成状況）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

【これまでの取り組み】
　公園等施設の管理委託者と連携しながら住民が利用しやすいように維持管理を行いました。施
設の使用に伴い修繕が必要な箇所が増えていますが、費用対効果等を考え、緊急性の高い箇所を
優先に行いました。

【課題】
　住民が安心して利用できるよう、細かな維持管理を継続するとともに、老朽化していく施設に
適切な修繕を行う必要があります。また、白鳳館は社会教育課が齋尾廃寺跡等の整備と併せて活
用することを検討していることから、施設改修等を行う際は協議を行う必要があります。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項
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（ ）

2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 文化活動事業 事業開始年度 平成16年度

上位施策事業名
【総合計画】基本テーマ3
　ふるさとの魅力を誇り、生き生きと輝くひとづくり 担当課 社会教育課

根拠法令等 文化芸術基本法 担当係 学芸文化係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 山根麻衣子

対象者数（全住民に対する割合）

17,047 人 100 ％

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：地域の文化団体 実施主体：地域の文化団体）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

2020 年度（予算） 2019 年度(決算) 2018 年度(決算) 2017 年度(決算)

事業費合計 1,148 千円 950 千円 985 千円 73 千円

担当正職員 0.05 人 329 千円 0.1 人 647 千円 0.1 人 667 千円 0.1 人 662 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 0.05 人 329 千円 0.1 人 647 千円 0.1 人 667 千円 0.1 人 662 千円

総事業費 1,477 千円 1,597 千円 1,652 千円 735 千円

千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

1,000 千円 900 千円 690 千円 千円

その他特財の内容 地域振興基金（2019）・ふるさと未来夢基金（2018）

一般財源 477 千円 697 千円 962 千円 735 千円

財源合計 1,477 千円 1,597 千円 1,652 千円 735 千円

実施の背景
町民による文化活動は学校教育はもちろん生涯学習においてもその活動、経験を通して、新た
な学び、活動者間の交流など町民の生活に潤いをもたらすものです。生涯学習といった教育的
意義や町民生活の充実などの社会的意義から町では文化活動支援を行ってきました。

目　的
（何をどうしたいのか）

文化活動の主体は活動者であることから、町では文化活動者が日頃の活動成果を持ちよ
り展示・発表する場をとおして、展示出品者相互の創作技術の向上や交流を図る機会を
支援することや町民が気軽に文化活動に触れ、文化芸術に親しむ機会の提供と作品鑑賞
をとおして芸術文化への関心を促すことを目的とします。

対　象
（誰・何を対象に）

町民全員

実施方法

文化祭開催［年１回］
（町民作品展、お茶席など個人・団体の作品
　や活動発表）

1,098 
千
円

来場者数

文化体験講座補助金
（文化祭における文化団体による町民向け文化体
験機会の提供への助成）

50 
千
円

講座実績

文化協会補助金
（赤碕・東伯文化協会への運営・活動費への助
　成）

46 
千
円

文化祭出展者数

関連事業
（同一目的事業等）

公民館祭り、まなびタウン作品展

事
業
費

事業費内訳
（2020年度分）

作品展示用パネル設置・撤去のための委託料　1,010千円
作品展示にかかる費用（消耗品費、ポスター作成のための印刷製本費）88千円
文化体験講座実施事業費補助金　50千円

人
件
費

国県支出金

その他特財

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

コ
ス
ト

財源

内訳

事業番号 ５A
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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 文化活動事業 事業開始年度 平成16年度

事業番号 ５A

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

文化体験講座補助金実績 件 4/5 4/5 4/5

文化協会補助金 件 2/2 2/2 2/2

出展団体・個人数
団体
・人

49団体17個人（出展）
75団体46個人（通知）

52団体12個人（出展）
78団体48個人（通知）

33団体12個人（出展）
86団体49個人（通知）

単位当たりコスト ／

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

出展者数 人 229/- 219/- 226/-

来場者数
※R1は1時間あたりの来場者数のみｶｳﾝﾄ平均 人 212人/

※1時間あたり
2,951/ 3,820/

/ / /

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

日頃の活動成果を持ち寄り展示・発表を行うことが目的のひとつであるため、出展者数
を町内文化活動振興の指標としました。
また、町内文化活動に興味・関心を持たれた町民の数として来場者数を指標としまし
た。

成果
（目標達成状況）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

令和元年度より文化協会と社会教育委員で構成される「文化祭実行委員会」が主体となり、文化
祭会場の準備や当日の企画・運営を行っています。以前は町の職員が準備・運営を行っていたの
で、より自主的で充実した内容となるよう改善を行いました。

課題は、出展者の高齢化に伴い企画・運営に携わることが困難になっていることです。
今後の文化祭のあり方・運営・実施方法を考えていく必要があります。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

【北栄町】
文化回廊（美術展）は中央公民館主催。作品展示用パネル設置委託料100千円、審査員報酬12千円
×10名程度

【湯梨浜町】
作品展と芸術祭を同時開催　作品展については予算なし。中央公民館主催。パネル設置は職員で
行う。

特記事項
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【事業５Ａ】補助先シート 2020 年度

委託内容 団体名 補助金額 備考

① 琴浦町文化協会活動補助金 東伯文化協会 28 千円

② 〃 赤碕文化協会 17.7 千円

③ 文化体験講座開催費補助金 聖郷窯 10 千円

④ 〃 日本南宗会 5.5 千円

⑤ 〃 竹細工教室 10 千円

⑥ 〃 赤燈台 8.6 千円

計 79.8 千円
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琴浦町文化活動事業における補助金一覧

文化活動体験講座開催費補助金 文化協会活動補助金

目的 ・町民の文化活動への参加

・より幅広い世代の新規文化活動者

の育成

・各種文化団体やグループ及び会員の相

互の連携を保ちながら、郷土文化の発展

に寄与すること。

対象事業

補助対象

経費

・文化活動団体等が各団体で身につ

けた知識や技術を新たな文化活動

者へ提供する講座。

・会議費（使用料・食糧費等）

・研修・大会関係費（謝金・参加費・

旅費・借上料等）

・活動・交流費（材料費・交通費等）

・事務費（消耗品費・通信運搬費等）

・文化協会が行う補助対象経費に該当す

る事業。

・会議費（使用料・食糧費等）

・研修・大会関係費（謝金・参加費・旅

費・借上料等）

・活動・交流費（材料費・交通費等）

・事務費（消耗品費・印刷製本費・通信

運搬費等）

想定して

いる受益

者

・町民

・文化活動団体

・東伯文化協会

・赤碕文化協会

補助率 上限 10,000円/団体 上限 28,000円/団体
財源 町費 町費

令和元年

度

実績

①琴浦陶芸教室

「初心者のための陶器づくり体験講座」

②南宗会日本画教室「水墨画教室」

③竹細工教室「竹細工教室」

④赤燈台「はじめての方大歓迎・写真教室」

平成 30年
度

実績

①①琴浦陶芸教室

「初心者のための陶器づくり体験講座」

②南宗会日本画教室「水墨画教室」

③竹細工教室「竹細工教室」

④琴浦詩吟教室「はじめての詩吟教室」

平成 29年
度

実績

①琴浦陶芸教室

「初心者のための陶器づくり体験講座」

②南宗会日本画教室「水墨画教室」

③竹細工教室「竹細工教室」

④さっちゃん折り紙教室「折り紙教室」
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2020 年度

補助対象団体シート（概要説明書）
予算事業名 社会教育振興（琴浦町文化協会活動補助金） 事業開始年度 平成16年

団体名 ① 東伯文化協会

収入 支出

国からの財政支出金 千円 会場費 1 千円

県からの財政支出金 千円 消耗品費 5 千円

市町村からの財政支出金 28 千円 通信運搬費 5 千円

委託料・指定管理料 千円 研修費 41 千円

補助金 28 千円 文化祭文化体験講座材料費 10 千円

その他 千円 協会誌発行費 40 千円

その他 会費、繰越金、参加費 91 千円 千円

総計 119 千円 総計 102 千円

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

予算事業名 社会教育振興（琴浦町文化協会活動補助金） 事業開始年度 平成16年

団体名 ② 赤碕文化協会

収入 支出

国からの財政支出金 千円 役員会費 0.2 千円

県からの財政支出金 千円 手当 4 千円

市町村からの財政支出金 17.7 千円 事務費 1.7 千円

委託料・指定管理料 千円 通信運搬費 0.5 千円

補助金 17.7 千円 会誌発行費 15.4 千円

その他 千円 研修費 79.9 千円

その他 会費、繰越金 84 千円 千円

総計 101.7 千円 総計 101.7 千円

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

・根拠要綱　：　琴浦町文化協会活動補助金交付要綱（特定団体への支出）
・東伯文化協会が行う各種展示会に向けての会議・視察研修・会報作成などの活動が会員相互の連携の保持と町内の
文化発展に寄与するとして補助金を交付しています。

【団体概要】
(1)構成団体（20団体）
　竹細工（1団体）、生け花（2団体）、俳句（3団体）、書道（2団体）、表具（１団体）、茶道（4団体）、陶芸（2団体）、押し絵（1
団体）、折り紙（1団体）、園芸（1団体）、手芸（2団体）

(2)　会員数：150名
(3)活動内容
　役員会、文化祭のための準備委員会の開催、視察研修、文化祭従事
　団体代表者などが文化祭実行委員として町民文化祭の企画・運営に関わっています。

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

・根拠要綱　：　琴浦町文化協会活動補助金交付要綱（特定団体への支出）
・赤碕文化協会が行う各種展示会に向けての会議・視察研修・会報作成などの活動が会員相互の連携の保持と町内の
文化発展に寄与するとして補助金を交付しています。

【団体概要】
(1)構成団体（11団体）
　写真（2団体、1個人）生け花（2団体）、俳句（2団体）、短歌（１団体）茶道（1団体）、ちぎり絵（1団体）木工（1団体）
(2)人数：57名
(3)活動内容
　理事会、文化祭のための準備委員会の開催、視察研修、文化祭従事、旧赤碕町内地区公民館祭にける作品展示やお
茶席。団体代表者などが文化祭実行委員として町民文化祭の企画・運営に関わっています。

当該事業の
団体における
収支状況

当該事業の
団体における
収支状況

事業番号 ５A
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2020 年度

補助対象団体シート（概要説明書）

事業番号 ５A

（ ）

（ ）

予算事業名 文化活動事業（文化体験講座開催費補助金） 事業開始年度 平成16年

団体名 ③ 聖郷窯

収入 支出

国からの財政支出金 千円 消耗品費 28 千円

県からの財政支出金 千円 通信運搬費 2 千円

市町村からの財政支出金 千円 千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 10 千円 千円

その他 千円 千円

その他 団体負担 20 千円 千円

総計 30 千円 総計 30 千円

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

予算事業名 文化活動事業（文化体験講座開催費補助金） 事業開始年度 平成16年

団体名 ④ 日本南宗会

収入 支出

国からの財政支出金 千円 消耗品費 8 千円

県からの財政支出金 千円 通信運搬費 5.5 千円

市町村からの財政支出金 千円 千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 5.5 千円 千円

その他 千円 千円

その他 団体負担 8 千円 千円

総計 13.5 千円 総計 13.5 千円

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

・根拠要綱　：　琴浦町文化活動体験講座開催費補助金交付要綱（希望団体への支出）
・町民が文化活動にふれる機会の提供をとおして新規に文化活動団体への加入と育成を目的としています。
・体験講座内容：初心者向けの陶芸教室を開催し、抹茶茶碗等の作成を指導しました。

【団体概要】
　会員人数：12名
　月に２～4回の陶芸教室をまなびタウンで開催。まなびタウンで作品展を年に2回程度開催。

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

・根拠要綱　：　琴浦町文化活動体験講座開催費補助金交付要綱（希望団体への支出）
・町民が文化活動にふれる機会の提供をとおして新規に文化活動団体への加入と育成を目的としています。
体験講座：初心者向けの水墨画教室を開催し、お手本を見せながら筆の使い方や描き方を指導しました。

【団体概要】
　倉吉文化協会に所属。町内の会員数は3名程度。
　　・中部地区の他市町の文化教養講座にて水墨画教室を開催。他町の展覧会にも出展。

当該事業の
団体における
収支状況

当該事業の
団体における
収支状況
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2020 年度

補助対象団体シート（概要説明書）

事業番号 ５A

（ ）

（ ）

予算事業名 文化活動事業（文化体験講座開催費補助金） 事業開始年度 平成16年

団体名 ⑤ 竹細工教室

収入 支出

国からの財政支出金 千円 材料代 14 千円

県からの財政支出金 千円 千円

市町村からの財政支出金 千円 千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 10 千円 千円

その他 千円 千円

その他 団体負担 4 千円 千円

総計 14 千円 総計 14 千円

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

予算事業名 文化活動事業（文化体験講座開催費補助金） 事業開始年度 平成16年

団体名 ⑥ 赤燈台

収入 支出

国からの財政支出金 千円 消耗品費 8.6 千円

県からの財政支出金 千円 千円

市町村からの財政支出金 千円 千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 8.6 千円 千円

その他 千円 千円

その他 0 千円 千円

総計 8.6 千円 総計 8.6 千円

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

・根拠要綱　：　琴浦町文化活動体験講座開催費補助金交付要綱（希望団体への支出）
・町民が文化活動にふれる機会の提供をとおして新規に文化活動団体への加入と育成を目的としています。
・体験講座内容：竹細工教室を開催し、初心者のための作品作りを指導しました。

【団体概要】
　活動内容：竹細工
　会員人数：12名

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

・根拠要綱　：　琴浦町文化活動体験講座開催費補助金交付要綱（希望団体への支出）
・町民が文化活動にふれる機会の提供をとおして新規に文化活動団体への加入と育成を目的としています。
体験講座内容：写真撮影の教室を開催。モデルを被写体に写真の撮り方を指導しました。

【団体概要】
　団体人数：10名
　活動内容：写真による文化活動を行っています。

当該事業の
団体における
収支状況

当該事業の
団体における
収支状況
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（ ）

2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 文化芸術振興事業 事業開始年度 平成29年度

上位施策事業名 【総合計画】基本テーマ１　地域の宝である子どもを生み育てやすいまちづくり 担当課 社会教育課

根拠法令等 文化芸術基本法 担当係 学芸文化係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 髙力圭将

対象者数（全住民に対する割合）

17,047 人 100 ％

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：地域の団体　実施主体： 地域の団体　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

2020 年度（予算） 2019 年度(決算) 2018 年度(決算) 2017 年度(決算)

事業費合計 770 千円 598 千円 498 千円 614 千円

担当正職員 0.1 人 651 千円 0.2 人 1,295 千円 0.2 人 1,336 千円 0.2 人 1,325 千円

臨時職員等 0 人 0 千円 0.5 人 3,402 千円 0.5 人 3,405 千円 0.5 人 3,393 千円

人件費合計 0.1 人 651 千円 0.7 人 4,697 千円 0.7 人 4,741 千円 0.7 人 4,718 千円

総事業費 1,421 千円 5,295 千円 5,239 千円 5,332 千円

200 千円 100 千円 71 千円 92 千円

国県支出金の内容 アートスタート補助金(10/10）

地方債 千円 千円 千円 千円

千円 395 千円 104 千円 186 千円

その他特財の内容 イベント入場料、地域振興基金繰入金

一般財源 1,221 千円 4,800 千円 5,064 千円 5,054 千円

財源合計 1,421 千円 5,295 千円 5,239 千円 5,332 千円

実施の背景

以下の視点で文化芸術振興を町民の生活に浸透させることが、町民及び町にとって大切です。
・文化芸術に親しむことは、ものの見方を養い、感性を豊かにすることから、町民の一人ひとりが生涯にわたって心豊
かな生活を営むために必要なこと。
・文化芸術を通して人と人のつながりが生まれ、活気のある暮らし、まちづくりにつながる。

目　的
（何をどうしたいのか）

文化芸術を自由に鑑賞し、実践し、発信することは、すべての人に認められたことであり、行政は、親しむこ
とができるよう環境の整備をする必要があります。
琴浦町では町民が文化芸術に触れる機会提供を行う他、地域文化芸術団体が行う鑑賞・実践・発信・後継者育
成事業に対して支援を行います。

対　象
（誰・何を対象に）

地域住民

実施方法

カウベル芸術宅急便
・学校や公民館に専門家を派遣し、和楽器の鑑賞、体験
やカウベルホールの舞台機材の体験など、文化芸術の出
前事業を行う。

90 
千
円

出前事業実施数

アートスタート補助金
・就学前児童への機会提供。100%県の間接補助金。

200 
千
円

補助金交付団体数

文化芸術振興補助金
・地域の文化芸術団体の自主的な活動促進、町民への鑑
賞機会提供。

400 
千
円

補助金交付団体数

合唱団活動推進補助金
・活動を通じた児童の成長を目的とした「響け！カウベ
ル合唱団」の練習、発表等の活動支援。

80 
千
円

合唱団団員数

町主催のコンサートやワークショップ等単発
の事業

0 
千
円

実施数

関連事業
（同一目的事業等）

カウベルホール運営、学校を対象とした巡回公演事業

事
業
費

事業費内訳
（2020年度分）

カウベル芸術宅急便を行うための経費（講師謝金、消耗品）90千円
地域団体への補助金　680千円

人
件
費

国県支出金

その他特財

事
業
概
要

事業内容
（手段、手法など）

コ
ス
ト

財源

内訳

事業番号5B
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2020 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 文化芸術振興事業 事業開始年度 平成29年度

事業番号5B

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

カウベル芸術宅急便の実施数 回 6/2 5/ /

アートスタート補助金交付団体数 団体 1/2 1/2 1/2

文化芸術振興補助金交付団体数 団体 1/2 2/2 2/2

響け！カウベル合唱団団員数 人 11/ 11/ 5/

町主催のコンサートやワークショップ等単発
の事業の実施数 回 3/4 4/7 5/7

単位当たりコスト 総事業費 ／ 千円

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2019 年度 2018 年度 2017 年度

事業実施数（機会提供数） ％ 12/11 13/12 9/12

/ / /

活動実績

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

○事業実施数（機会提供数）
・町民が文化芸術に触れるあらゆる機会を設定するため、実施数を指標にしています。

成果
（目標達成状況）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

【これまでの取り組み】
○「鑑賞する機会の提供」
→出前事業による小中学校への文化芸術機会の提供や各種コンサートイベント開催等、町民が文
化芸術を鑑賞する機会設定をしました。
○「実践する機会の提供」
→文化芸術や舞台機材に触れる体験イベントを実施し、文化芸術を実践する機会設定をしまし
た。
○「発信する機会の提供」
→補助金による発表経費の援助や合唱フェスティバルや芸能祭における地域団体の発表の場を作
り、文化芸術発信する機会の提供を行いました。
【課題】
○現在は歌唱、楽器、舞踊等の舞台芸術の支援を行っていますが、文化芸術の領域は広いため、
琴浦町が支援する文化芸術は何か整理する必要があります。
○適切な文化芸術振興施策を行うための職員体制が必要です。
【今後の方向性】
○カウベルホールの利用停止、新型コロナウィルス感染症禍での活動支援する取り組みが必要で
す。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

【倉吉市】①職員体制（正0.8）
②倉吉天女音楽祭委託料1,600千円、倉吉打吹太鼓振興会補助金660千円、第九倉吉公演事業補助
金500千円、関金御幸行列保存会補助金、倉吉文化団体協議会補助金145千円　合計2,905千円
③倉吉市文化活動センター指定管理関係　7,799千円

【北栄町】①職員体制（正0.6・臨1）
②青少年劇場巡回公演委託事業1,782千円（小中4校）、アートスタート補助金100千円　合計
1,882千円
③青少年ミュージカル1,300千円（大栄分館：指定管理者NPOまちづくりネット）

【湯梨浜町】①職員体制（正0.1・臨0）
②青少年劇場巡回公演委託事業110千円（小1校）　合計110千円

【三朝町】①職員体制（正1・臨0）
②青少年劇場巡回公演委託事業665千円（小中2校）、町芸能文化祭・作品展開催172千円、文化
サークル活動支援8千円、読書感想文及び絵画コンクール206千円、山口恵梨子杯将棋大会開催事
業300千円、未来を拓けみささっ子創造事業648千円、三朝町音楽祭開催事業450千円　合計2,449
千円

特記事項

事
業
実
績
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【事業５Ｂ】　補助先シート 2020 年度

委託内容 団体名 補助金額 備考

① 響け！カウベル合唱団活動補助金
響け！カウベル
合唱団

80 千円

② 文化芸術振興補助金
花本美雄文化振
興会

200 千円

③ アートスタート活動支援事業補助金
花本美雄文化振
興会

100 千円

計 380 千円
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（ ）
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2020 年度

補助対象団体シート（概要説明書）
予算事業名 文化芸術振興事業（響け！カウベル合唱団活動補助金） 事業開始年度 2020

団体名 ① 響け！カウベル合唱団

収入 支出

国からの財政支出金 千円 報償費 240 千円
県からの財政支出金 千円 消耗品費 18 千円
市町村からの財政支出金 80 千円 使用料 104 千円

委託料・指定管理料 千円 通信運搬費 5 千円
補助金 80 千円 保険料 11 千円
その他 千円 手数料 2 千円

その他 会費、繰越金 300 千円 千円

総計 380 千円 総計 380 千円

予算事業名 文化芸術振興事業（文化芸術振興補助金） 事業開始年度 2017

団体名 ② 特定非営利活動法人　花本美雄文化振興会

収入 支出

国からの財政支出金 千円 公演料 540 千円
県からの財政支出金 千円 印刷費 151 千円
市町村からの財政支出金 200 千円 会場使用料 91 千円

委託料・指定管理料 千円 業務委託料 27 千円
補助金 200 千円 消耗品費 21 千円
その他 千円 交通費、宿泊費 141 千円

その他 入場料、自己負担 813 千円 通信運搬費、著作権料、手数料 42 千円

総計 1013 千円 総計 1013 千円

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

○根拠要綱　：　響け！カウベル合唱団活動補助金交付要綱（特定団体への支出）
○少年少女を中心とした構成の合唱団活動を推進することで、子どもたちの学習体験・芸術文化体験の機会
提供と各種体験を通じた子どもたちの成長を目的として交付する。
○活動内容：練習、発表機会への出演、団員募集

【団体概要】
○地域の合唱指導者の企画のもと、年間に下記のような合唱活動を行う。
　　練習活動：毎週土曜日
　　発表活動：町内外問わず各種イベントへ出演
○R01実績
　音楽のトビラⅥ、とりアート2019中部地区、まちネット祭り、上郷地区公民館まつり、
　第4回カウベル合唱フェスティバル、第6回カンガルーのポケットコンサート、安田地区公民館のつどいに出演
○団員：11名
○指導者：2名

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

○当補助金は、文化芸術団体が実施する文化芸術に関する事業に必要な経費の一部を補助することにより、
自主的な文化芸術活動の促進を図り、地域に根ざした創造的な文化芸術の振興と心豊かな町民生活の形成
に寄与することを目的として交付する。
○過去実績　R01：Paix2ﾄｰｸ＆ﾗｲﾌﾞIN COWBELL、H30：ｶﾝｶﾞﾙｰのポケットコンサート
○補助金支給条件
・舞台芸術鑑賞活動については、広く参加を呼びかける活動となっていること。
・公演、展覧会、出版等については意欲的・創造的で町民の関心を引くものであること。
・町民の文化芸術振興につながる活動であること。
・団体事務局運営が民間運営であること。

【団体概要】
主として県民一般に対して、文化芸術の魅力を伝える取り組みを行い、地域における豊かな文化環境の構築
を図る。また、園児・児童・生徒等に対する文化芸術とのふれあいの機会をつくる取り組みを通じて、心豊かな
地域社会を形成し地域文化の創造と発展に寄与することを目的とする。

○主な事業
（１）国内外の演奏者等による文化芸術公演等の企画運営（２）文化芸術を通じた国内・国際交流の促進（３）文
化芸術に関するコンクール等の企画運営（４）文化芸術に関する研修会等の開催（５）文化芸術を通じた地域づ
くりの推進（６）地域における文化芸術の振興を担う人材の育成（７）子どもたちに文化芸術の魅力に触れる機
会の提供（８）公共ホール等の指定管理業務の受託（９）その他この法人の目的を達成するために必要な事業

当該事業の
団体における
収支状況

当該事業の
団体における
収支状況

事業番号 ５B
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2020 年度

補助対象団体シート（概要説明書）
予算事業名 文化芸術振興事業（響け！カウベル合唱団活動補助金） 事業開始年度 2020

事業番号 ５B

（ ）

予算事業名 文化芸術振興事業（アートスタート活動支援事業補助金） 事業開始年度 2017

団体名 ③ 特定非営利活動法人　花本美雄文化振興会

収入 支出

国からの財政支出金 千円 公演料 111 千円

県からの財政支出金 千円 印刷費 95 千円

市町村からの財政支出金 100 千円 会場使用料 39 千円

委託料・指定管理料 千円 業務委託料 57 千円

補助金 100 千円 著作権使用料 9 千円

その他 千円 賃借料 7 千円

その他 入場料、自己負担 238 千円 通信運搬日、消耗品等 20 千円

総計 338 千円 総計 338 千円

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

○当補助金は、未就学児を対象とした文化芸術の機会提供（アートスタート）を通じて、子どもの潜在的な可能
性を引き出し、豊かな感性と創造性を育むことを目指す事業に対して支給する補助金です（県の間接補助金で
町の負担はありません）。
○過去実績　R01：カンガルーのポケットコンサート、H30：ドレミのファミリー音楽会、H29：カンガルーのポケット
コンサート
○補助金支給条件
・主対象者が未就学児であること。
・入場料を徴収していること。
・対象者の潜在的な可能性を引き出し、豊かな感性と創造性を育むことができる取り組みであること。
・団体事務局運営が民間運営であること。

【団体概要】
主として県民一般に対して、文化芸術の魅力を伝える取り組みを行い、地域における豊かな文化環境の構築
を図る。また、園児・児童・生徒等に対する文化芸術とのふれあいの機会をつくる取り組みを通じて、心豊かな
地域社会を形成し地域文化の創造と発展に寄与することを目的とする。

○主な事業
（１）国内外の演奏者等による文化芸術公演等の企画運営
（２）文化芸術を通じた国内・国際交流の促進
（３）文化芸術に関するコンクール等の企画運営
（４）文化芸術に関する研修会等の開催
（５）文化芸術を通じた地域づくりの推進
（６）地域における文化芸術の振興を担う人材の育成
（７）子どもたちに文化芸術の魅力に触れる機会の提供
（８）公共ホール等の指定管理業務の受託
（９）その他この法人の目的を達成するために必要な事業

当該事業の
団体における
収支状況
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琴浦町の文化芸術支援に関する補助金一覧

アートスタート補助金 文化芸術振興補助金 響け！カウベル合唱団

活動補助金

目的 ・就学前児童への文化芸

術の機会提供

・豊かな感性と創造性の

育成。

・文化芸術団体の自主的

な活動促進

・町民への文化芸術機会

の提供

・児童への文化芸術の機

会提供

・活動を通じた児童の成

長を目的とする。

対象事業 ・就学前児童を主対象と

した文化芸術の機会提

供の事業。

・文化芸術団体が主催す

る、広く町民を対象とし

て行う鑑賞事業。

・団体が技術の向上や研

究のために指導者を招

聘して後継者育成に取

り組む事業。

響け！カウベル合唱団

の練習、発表活動

想定してい

る受益者

就学前児童 町民

文化芸術団体

・特に年齢制限は設定し

ていないが、就学前児童

年長から中学生程度。

補助率 1/2（上限 10万円） 1/2（上限 20万円） 10/10
財源 県補助金（10/10） 町費 町費

令和２年度

実施状況

①第 7回ｶﾝｶﾞﾙｰのﾎﾟｹｯﾄｺﾝｻｰﾄ
（中止）

NPO花本美雄文化振興会

①桂南光独演会（予定）

NPO花本美雄文化振興会
11名

令和元年度

実績

①第 6回ｶﾝｶﾞﾙｰのﾎﾟｹｯﾄｺﾝｻｰﾄ
NPO花本美雄文化振興会

① Paix2 ﾄ ｰ ｸ ＆ ﾗ ｲ ﾌ ﾞ IN
COWBELL
NPO花本美雄文化振興会

②第 3回ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｺﾝｻｰﾄ（中止）
合唱団わかば

11名
7イベントに出演

平成 30年度
実績

①第 11回ﾄﾞﾚﾐのﾌｧﾐﾘｰ音楽会
NPO花本美雄文化振興会

①第 5回ｶﾝｶﾞﾙｰのﾎﾟｹｯﾄｺﾝｻｰﾄ
NPO花本美雄文化振興会

②第 4回ｶｳﾍﾞﾙﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
ｶｳﾍﾞﾙﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行

委員会

11名
5イベントに出演

平成 29年度
実績

①第 10回ﾄﾞﾚﾐのﾌｧﾐﾘｰ音楽会
NPO花本美雄文化振興会

①結成 25周年記念ﾐﾆｺﾝｻｰﾄ
ふるさとを歌う会

②第 2回ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｺﾝｻｰﾄ
合唱団わかば

5名
6イベントに出演
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容
：
和
楽
器
鑑
賞
・
体
験

W
S

講
師
：
彩
七

会
場
：
ｶｳ
ﾍ
ﾞﾙ
ﾎ
ｰﾙ

催
事
名
：
高
齢
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

内
容
：
琵
琶
演
奏
と
語
り

講
師
：
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

会
場
：
上
郷
地
区
公
民
館

催
事
名
：
音
楽
の
ト
ビ
ラ
Ⅵ

内
容
：
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

講
師
：
渡
辺
、
馬
目

会
場
：
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル

催
事
名
：
和
の
心
に
触
れ
て
み
よ
う

!和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

内
容
：
和
楽
器
鑑
賞
・
体
験

W
S

講
師
：

Y'
s

会
場
：
ｶ
ｳﾍ
ﾞ
ﾙﾎ
ｰ
ﾙ

そ
の
他

催
事
名
：
琴
浦
町
誕
生
１
５
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
－
Ｆ
Ｍ
「
弾
き
語
り
フ
ォ
ー
ユ
ー
」
公
開
録
音

内
容
：
公
開
録
音

講
師
：
小
原
孝
、
神
野
美
伽

会
場
：
ｶｳ
ﾍ
ﾞﾙ
ﾎ
ｰﾙ

催
事
名
：
中
野
振
一
郎
の
世
界
～
宮
廷
の
華
チ
ェ
ン
バ
ロ
～

内
容
：
地
域
住
民
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

講
師
：
中
野
振
一
郎

会
場
：
ｶ
ｳﾍ
ﾞ
ﾙﾎ
ｰ
ﾙ

○
和
楽
器
、
ド
ラ
ム
等
の
音
楽
教
室

○
ピ
ア
ノ
開
放
（
夏
・
秋
）

○
レ
コ
ー
ド

D
E
ひ
と
と
き

○
和
楽
器
、
ド
ラ
ム
等
の
音
楽
教
室

○
ピ
ア
ノ
開
放
（
夏
・
秋
）
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ＮＨＫ－ＦＭラジオの公開録音 

弾き語りフォーユー 

琴浦町誕生 15 周年記念 

参加費は無料です！ 

ゲスト 神野
し ん の

 美伽
み か

 （歌手） 
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◎申し込み方法 
入場は無料ですが、入場整理券（１枚で２人まで入場可）が必要です。郵便往復はがきに以下の必要事項をご
記入のうえ、お申し込みください。 
＜往信用裏面＞（１）郵便番号（２）住所（３）名前（４）電話番号 
＜返信用表面＞（１）郵便番号（２）住所（３）名前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

締め切り ９月１９日（木）必着 

※未就学児のご入場・ご同伴はできません。 
※応募多数の場合は抽選のうえ、当選・落選の結果を９月３０日頃に発送する予定です。 
※インターネットなどでの入場整理券の売買は固くお断りします。転売を目的とした申し込みであると判明し

た場合は、抽選対象外とします。また売買が確認された場合は入場をお断りします。 
※都合により、出演者の変更や公演を中止にする場合があります。 
※ご応募の際にいただいた情報は抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させていただく

ことがあります。 
 

◎会場までの地図と駐車場 

 
 

＜小原孝＞ピアニスト・作曲家・編曲家 
1986 年、国立音楽大学大学院を首席で修了。クロイツァー記念賞を受賞し、初めてのリサイタルを開く。ピアノを
自在に歌わせることのできるピアニストして絶大な人気を集めている。1990 年 CD デビュー以来「ねこふんじゃっ

た SPECIAL」「ピアノよ歌え」シリーズ・「小原孝のピアノ詩集」シリーズ・「弾き語りフォーユー」シリーズなど 40
枚以上のアルバムをリリース。最新アルバムは「小原孝 ピアノ名曲フォーユー～あなたが大好き～」。NHK テレビ
「くらしのジャーナル」「おはよう日本」「ときめき夢サウンド」「歌謡コンサート」「想い出のメロディー」、E テレ

「らららクラシック」、“音楽教育番組”講師など、数多くの番組に出演しており、1999 年 4 月より、NHK-FM“弾
き語りフォーユー”パーソナリティーを担当。現在好評放送中。 
尚美学園大学客員教授、国立音楽大学非常勤講師。1960 年 3 月 17 日生まれ 魚座 A 型。 

＜神野美伽＞歌手 
1976 年 10 歳で出演した歌番組で大手プロダクションスタッフの目に留まりスカウトされる。  
1984 年高校の卒業を待ち演歌歌手としてデビュー。デビュー当時から話題を呼び、85 年３作目となる「男船」が 70
万枚を超えるヒット。87 年には「ＮＨＫ紅白歌合戦」にも初出場。その後も多数の受賞を重ねる。 
99 年には 日本人初の韓国デビュー、2001 年 にはテレビ番組の「ハングル講座」でレギュラー出演をした他、 
様々なテレビ・ラジオ番組で司会を務めるなど伝統的なジャンルの歌手としては異例の経歴を重ねていく。 
また、芝居歴も豊富で、シリアスからコミカルまでこなす演技の幅が認められ役者としても注目を集めている。 
近年では、ニューヨークで LIVE を継続的に行い、ロックフェスの出演や他ジャンルのアーティストとのコラボも積
極的に行い活動の幅を広げている。2018 年にはデビュー３５年目のメモリアルイヤーとして記念アルバムを発売。 
マンハッタントランスファーのジャニス・シーゲルも参加し、その音源は世界配信を行っている。 
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